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は じ め に

　
本
冊
子
は
、
令
和
3
年
度
厚
生
労

動
省
老
人
保
健
健
康
増
進
等
事
業

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
起
点
に
し
た
多
様
な
産
業
と
の
連

携
が
も
た
ら
す
地
域
づ
く
り
の
展
開

に
向
け
た
調
査
研
究
」
の
成
果
を
ま

と
め
た
も
の
で
、「
生
活
支
援
体
制

整
備
事
業
活
性
化
宣
言
Ⅱ
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
の
と
お
り
、
生
活
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
(S
C
)の
活
動
を

応
援
す
る
冊
子
の
第
2
弾
で
す
。

　
令
和
２
年
度
に
発
行
し
た
第
1
弾

で
は
、
民
間
企
業
を
活
用
し
た
S
C

の
活
動
に
着
目
し
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
の
必
要
性
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。
今
年
度
は
そ
の
冊

子
を
も
と
に
W
E
B
セ
ミ
ナ
ー「
S
C

カ
フ
ェ
」
の
中
で
さ
ら
に
議
論
を
深

め
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
活
動
の
中

で
「
民
間
企
業
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

こ
と
は
S
C
の
仕
事
な
の
か
」
と
い

う
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
調
査
で
感
じ
た
の
は
、「
多

様
な
事
業
主
体
に
よ
る
重
層
的
な
生

活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
体
制
の
構
築
」
を
行
う
こ
と
が
目

的
の
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
実

施
に
あ
た
っ
て
、
住
民
互
助
の
活
動

だ
け
を
行
う
S
C
が
い
る
地
域
と
、

民
間
市
場
や
道
具
の
工
夫
で
行
え
る

自
助
ま
で
も
視
野
に
入
れ
た
活
動
を

行
う
S
C
が
い
る
地
域
で
は
、
地
域

に
お
け
る
高
齢
者
の
暮
ら
し
や
す
さ

は
変
わ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
し
た
社
会
の

変
化
の
中
で
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く

環
境
も
当
然
変
化
し
て
い
き
ま
す

が
、
そ
こ
に
は
民
間
企
業
の
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
変
化
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
今
回
取
り
上
げ
た
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

な
ど
を
活
用
し
た
新
た
な
商
品
決
済

シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
進
ん
で
い
ま

す
。
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
等
が
広
が

り
、
多
く
の
高
齢
者
の
戸
惑
い
を
想

像
で
き
る
で
あ
ろ
う
S
C
を
は
じ
め

と
す
る
福
祉
関
係
者
が
、
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
向
け
て
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
方
々
と
連
携
で
き
る
体
制
を

持
っ
て
取
り
組
め
ば
、
S
C
は
地
域

に
お
け
る
高
齢
者
の
生
活
し
や
す
さ

を
向
上
さ
せ
る
と
い
う
目
的
を
達
成

で
き
、
企
業
側
は
顧
客
に
対
す
る
サ

ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
取
り
組
む
双
方
と
高
齢
者

の
「
三
方
良
し
」
の
関
係
が
で
き
上

が
り
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
が
S
C

の
仕
事
で
あ
る
こ
と
に
疑
問
を
持
つ

余
地
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
S
C
が

福
祉
保
健
分
野
の
人
材
で
あ
り
、
住

民
主
体
の
活
動
か
ら
手
掛
け
て
い
る

現
状
で
、
民
間
企
業
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
が
進
め
に
く
い
こ
と
も
想
像
に
難

く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
度
は
こ
う
し

た
実
情
に
着
目
し
、
次
の
3
点
に
つ

い
て
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

①
民
間
企
業
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行

う
S
C
と
し
て
、
民
間
企
業
が
そ
の

役
割
を
果
た
せ
る
の
で
は
な
い
か

②
産
業
界
に
対
し
て
全
国
の
S
C
が

持
つ
ニ
ー
ズ
や
情
報
を
提
供
す
る
活

動
や
、
産
業
界
の
情
報
を
S
C
に
提

供
す
る
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か

③
S
C
間
の
交
流
や
情
報
共
有
を
行

う
支
援
の
仕
組
み
が
必
要
で
は
な
い

か
　
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
目
的

は
同
じ
で
す
が
、
自
治
体
の
規
模
も

環
境
も
異
な
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

目
的
を
実
現
す
る
方
法
は
ひ
と
つ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
難
し
い
役
割
だ
け

に
「
こ
れ
を
や
れ
ば
い
い
」
と
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
に
頼
り
が
ち
で
す
。し
か
し
、

様
々
な
取
組
み
を
参
考
に
し
な
が
ら

自
ら
の
地
域
を
見
つ
め
、
地
域
の
多

様
な
事
業
主
体
の
方
た
ち
と
自
分
た

ち
な
り
に
検
討
し
続
け
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
し
、
そ
う
し
た
活

動
を
行
う
S
C
を
支
援
す
る
体
制
の

構
築
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

民
間
企
業
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は

S
C
の
仕
事
な
の
か
？
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　私は、地域支援事業におけるフレイルの捉え方については、二つ
の視点があると考えています。そして、その視点の違いによって、民
間企業・事業所（以下、企業等）と自治体の連携の方策にも違いが
あると思います。
　第一は、フレイルを医学モデルの視点で捉えることです。フレイル
は診療報酬に基づく薬物治療の対象とは認められていません。その
ため、自治体との連携は、大手企業などが開発した新製品を自治体
が主導する住民イベントや講座等においてサンプルとして提供し、
試用・体験してもらう「協賛型の連携」となります。
　第二は、フレイルを生活機能モデルの視点で捉えるということで
す。生活機能に障がいが生じる過程の多くは、生活習慣病や老年
症候群の進行が様々な心身機能の低下をもたらし、それによりIADL

（手段的日常生活動作）障がいをもつ「要支援状態」に至ります。さ
らに、生活機能低下が進行すると「要介護状態」に陥ります。フレイ
ルはまだ要介護状態には至っていない前段階なので、要介護状態
＝不健康余命という定義のもとでは、フレイルは健康余命の期間に
含まれるものの、要支援状態も含む「健常」と「要介護」の中間にあ
る状態ということになります（図1）。
　つまり、介護保険サービスの対象外である、企業等による生活支
援を必要とする層がまさしく、フレイル高齢者ということになります。

　「介護予防・日常生活支援総合事業」は、市区町村が主導し、地域
の実情に応じて、住民団体をはじめとする様々な主体が参画し、多
様なサービスを充実することにより、地域の支え合いを推進するも
のです。これにより、要支援者のみならずフレイルや健常な高齢者ま
で広くカバーし、効果的かつ効率的な「支援」を行うことを目指して
います。
　高齢期の健康状態は生活機能レベルに依拠します。生活機能は、
心身機能・構造だけではなく、（生活）活動や（社会）参加を含んだ
包括的なもので、個人要因と環境要因がそれらの相互作用に影響
しています。例えば、「フレイルであっても、近所(=生活圏内)に楽し
い趣味・健康づくりの仲間・グループがあれば、健康(=生活機能)を
維持・改善できる」というケースがあるのと同時に、「生活機能が維
持・改善できれば、楽しい趣味・健康づくりの仲間・グループ活動を
継続できる」といった双方向の関係性を表します。こうした「相互に
影響を与える」という概念は、介護予防・フレイル予防を考える上で
極めて重要です。
　ここで注意すべきは、なんらかの訓練プログラム等で介入し、心
身機能を維持・向上することに特化してしまわないことです。本来
は、人生の目標を（社会）参加レベルを維持・達成することに設定す
べきですが、専門職や行政の意図するゴールが、そのプロセスであ
る心身機能の維持・低下抑制にとどまってしまうと、心身機能の維
持・低下抑制は介護予防・フレイル予防事業が所管し、それとは独
立して、環境要因については、生活支援事業が所管するという体制
になってしまいます。すると、企業等との連携においても、介護予防・
フレイル予防事業は栄養・運動についての「協賛型」事業であり、生
活支援事業は家事代行や移送サービスという「IADL支援型」事業、
配達業やライフライン企業とは「見守り型」事業といったステレオタ
イプの発想になってしまいます。

　社会参加活動の介護予防・フレイル予防への効果は多数実証さ
れていますが、人は介護予防のためだけに社会活動に参画してい
るのではありません。健康は資源であって人生の目的ではないので
す。単なる心身機能の維持・向上や家事支援にとどまる企業等との
連携の次なるステージは、ウェルビーイングの達成・維持を目指した
連携の在り方と具体的方策を探索するステージと考えています。

　生活支援事業においても企業等との連携は期待されています。例
えば、介護予防・フレイル予防事業については、厚生労働省「一般
介護予防事業等の推進方策に関する検討会」の報告書において、
通いの場の取組みをはじめとする一般介護予防事業は、住民主体
を基本としつつ、効果的な専門職の関与も得ながら、従来の介護保
険の担当部局の取組みにとどまらず多様な関係者や事業等と連携
し、充実を図ることが必要と示されています。
　とは言え、行政の縦割り構造に加えて福祉保健分野をバックグラ
ウンドとする担当者の専門性から、他の部局や異分野の関連団体
との連携に窮しているのが実情であり、ましてや、企業等との連携に
ついてはイメージすら湧かないとの声も現場から聞こえます。それ
故に顔なじみの地縁組織やボランティアといった一部の理解ある住
民の貢献に依存しているといっても過言ではありません。しかし、こ
れらの奇特な住民に継続性や安定性を求めることには限界があり
ます。SCの多くは未だ、住民組織やせいぜい、地元のNPOとの連携
にとどまっています。
　こうした現状を打破するには、企業側の状況に注目すべきです。
企業側からすると、SDGsやESGを企業経営に取り入れ、株主価値
を向上させる機運が高まっています。こうした社会情勢は追い風で
す。介護予防・フレイル予防事業と生活支援事業を一体的に推進す
ることは、それだけ多種多様な得意分野をもつ企業等が連携に参
画する可能性も高くなります。この機を活かして高齢者、行政、企業
等にとって、「三方良し」となる具体的な連携方策を明示することが
求められます。

生活機能モデルの視点で
フレイルを捉える

企業との連携で目指すのは
ウェルビーイングの達成

SDGsやESGなどが
企業との連携の追い風に

フレイルと要介護状態、健康余命との関係図1

出典：葛谷（2009）の図をもとに北村・新開・藤原らが改変

健常
23,744,475名

（68.1％）

フレイル（要支援を含む）
6,580,525名
（18.9％）

要介護1 〜 5
4,555,000名
（13.1％）

健康余命

余命

不健康余命

自立した生活ができなく
なる危険性が高い状態

自立した生活が
できない状態

要介護

生活習慣病＋老年症候群による
様々な心身機能低下

要
支
援

フレイル

加齢

生
活
機
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フレイルで
ない状態

健常

Point of view 民間企業と連携した
地域づくりのために
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健
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医
療
セ
ン
タ
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象
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フ
レ
イ
ル
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スの創設を、自宅近くまで移動販売車が来てくれれば買い物ができ
る高齢者には移動販売車のルート追加の働きかけを市町村、SCが
行い、より本人にとって効果的な支援をしていくということです（図
3）。ここで買い物袋を運んでもらうサービスは、一部のスーパーなど
で提供されているようにビジネスとして行うこと以外にも、地域の実
情に応じてNPOやボランティアなどが担うことも考えられます。民間
企業単独のサービス、地域住民単独の支援もあり得ますが、むしろ、
民間企業と地域住民が協働してサービスを実施していくことが期待
されていて、ここにSCや協議体の活動が関わっていく余地は十分
にあるといえます。
　なお、現時点ではあまり例は見られないものの、民間企業が行う
生活支援サービスに総合事業の財源を活用することも想定されて
いて、こうした仕組みを十分活用していくことが求められています。

　生活支援体制整備事業とは、医療保険、介護保険でのサービス
提供のみならず、ボランティア、ＮＰＯ、民間企業、協同組合等の多様
な主体が生活支援サービスを提供することが必要であることから、
多様な生活支援サービスを利用できるような地域づくりを市町村が
支援することについて、介護保険制度の地域支援事業として制度化
されたものです。また、高齢者が社会参加し、社会的役割を持つこと
が生きがいや介護予防につながることから、高齢者を生活支援の
担い手とするなど高齢者の社会参加の推進を一体的に図っていく
こともその目的とされました。
　高齢者の介護予防や生活支援のためのサービスとしては、介護保
険制度でのサービスのみならず、各市町村の実施事業に加えて、民
間市場や地域の支え合いで行われているサービスなどがあります。
民間市場のサービスとして実施要綱では、広く「配食事業者、移動販
売事業者、移動支援団体等、地域の高齢者の生活を支える上で必
要不可欠な民間企業等も参画することが望ましい」とされています。

　生活支援体制整備事業は民間企業との連携が求められるように
なっていますが、現在の生活支援コーディネーター（以下、SC）の活
動実態を見れば、住民互助の創出に関するものが多く、特に民間企
業との連携は立ち遅れています。その理由としては、生活支援体制
整備事業が生活支援の担い手としての高齢者の社会参加も目的に
していることから、住民互助の創出を優先的な課題と考える市町村
やSCが多いことがあります。加えて、介護予防・日常生活支援総合
事業（以下、総合事業）のサービス創出がSCの活動のひとつとされ
ていることも一因と思われます。

　総合事業において民間企業のサービスは、「要支援者等の能力
を最大限いかしつつ、要支援者等の状態等に応じたサービスが選
択できるようにすることが重要」と、廃用症候群を念頭に置いた位
置づけがされています。
　生活支援と廃用症候群の関係については、平成16年7月30日の
社会保障審議会介護保険部会「見直しに関する意見」において、「か
わいそうだから何でもしてあげるのが良い介護であるといった考え
方が、かえって本人の能力の実現を妨げ、いわゆる廃用症候群を引
き起こしている」「家事代行型の訪問介護サービスを利用し続けるこ
とにより、能力が次第に低下し、家事不能に陥る場合もある」といっ
た意見がまとめられ、それが総合事業創設の背景にあります。
　本人の生活を支えるサービスとして、フォーマルサービスとインフ
ォーマルサービスの関係を図2のように単純化して考えてみます。C
のような重度の状態（例：寝たきりの状態）よりも、Bの状態（例：要
支援状態）の方が、インフォーマルサービスの割合が高くなるのは自
明でしょう。Bの要支援者本人はできることがまだまだ多く、廃用症
候群を招くことのないよう、市場サービスを含むインフォーマルサー
ビスの活用が中心になります。加えて、フレイルのような可逆性のあ
る状態では、BからAに改善することも見込まれ、本人の状態の変化
に柔軟に対応してサービスの内容や量を変える必要があります。
　具体的な例としては、自分でスーパーに行って買い物をしていた
高齢者が何かしらの原因でそれができなくなった際、フォーマルサ
ービスだけの対応では高齢者の能力を奪い、廃用症候群を招く可
能性があります。そこで、その原因をアセスメントし、例えば、腰痛や
膝痛などにより自分でスーパーに行くことはできるが買い物袋を持
って帰ることはできない高齢者には買い物袋を運んでもらうサービ

生活支援体制整備事業とは

生活支援コーディネーターの
活動と民間企業

総合事業における民間企業のサービス

服
部 

真
治
医
療
経
済
研
究
機
構 

研
究
部 

主
席
研
究
員

民
間
企
業
・
地
域
住
民
・
Ｓ
Ｃ
協
働
に
よ
る

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
創
造

本人の生活を支える「公的サービス」と
「民間の助け合い・市場サービス」

図2

出典：日本社会事業大学専門職大学院　蒲原基道客員教授作成資料

出典：令和2年度 ｢自治体と民間企業の協働による都市部における地域
づくりの展開に向けた調査研究事業｣ 国際長寿センター

A

B

C

インフォーマルサービス
（市場サービスを含む）

フォーマルサービス

軽

重

図3 生活支援・介護予防と市場サービス等の役割

できる能力を奪い
廃用症候群を招く可能性

フォーマルサービスだけでの対応

高すぎる目標→意識低下

自
分
で
ス
ー
パ
ー
に

行
っ
て
買
い
物

ヘル
パ
ー
利
用

市場サービスに他の選択肢があれば
心身の状況にあった生活支援の選択肢が増える

市場サービスがあれば
元の生活に戻る目標は立てやすい

マーケット発生・拡大、関わる主体の増加

自
分
で
ス
ー
パ
ー
に

行
っ
て
買
い
物

ヘル
パ
ー
利
用

自分でスー 
パーに行く
が買い物袋 
は運んでも
らう

移動
販売車

配達・
通販

フォーマルサービス＝公的サービス（医療・介護等）
インフォーマルサービス＝NPO等の助け合い＋市場サービス
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2

1

3

八王子市
REPORTJTB

民
間
企
業
に
よ
る

生
活
支
援
・
就
労
的
活
動
支
援

八王子市と株式会社ＪＴＢ 第一事業部
（以下、ＪＴＢ）は、２０２１年12月、「就労
的活動支援コーディネート事業業務」
に関する契約を締結（ＪＴＢの位置づ
けは第１層ＳC）。①高齢者の自立支
援を担う主体として民間企業の活動
がスムーズに接続する仕組みの構築
や新たな活動の創出について協議す
る「企業協議体」の開催、②有志企業
らが 高齢者向けに考案したメニュー
を集めた「シニアヴィレッジ」の開催準
備、③虚弱な状態の高齢者が思わず
外出したくなるような情報を満載した

「るるぶ特別編集/八王子」の作成な

どを協働して着々と進めた。「いつまで
も「望む生活」を送ることができる生
涯現役のまち」を基本理念に高齢者
施策を推進し、「リエイブルメント」（再
自立）をキーワードに掲げる八王子市
と、高齢者の社会参画の促進に民間
企業として取り組むＪＴＢが、「高齢者
を元気にする」という同じ目標に向か
って協働する新しいかたち。全国的に
も珍しいこの取組みは、多くの可能性
を秘めながら、新たなステージへと進
もうとしている。

1「るるぶ特別編集／八王子」の取材で八王子城跡
を訪れた八王子市とJTBのスタッフ
23八王子市とJTBの協働で2021年12月より開催
されている「企業協議体」の様子

PART

Ⅰ
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01 フレイル高齢者という新たな市場を民間企業に提示

　民間企業の商品は、「全世代向け商品の高齢者版」「介護保険外サービス」といったように、高齢者を「健常」と「要介
護者」に二分して企業活動を行っています。こうした企業活動による商品等は、住民の購入という「自助」活動により使用
されるものなので、自治体は関与しづらく、企業との協働は限定的になります。
　しかし、フレイル高齢者に対して、元の生活への再自立を目指した取組みを行い、社会参加を支援する活動に加わるこ
とは、民間企業に「新たな役割＝マーケット・市場」を感じさせるため、協働しやすい環境が生まれます。地域の課題を積
極的に行い、地域に発信していく自治体との協働に企業は魅力を感じています。

　CSVやSDGs的経営などを目指す民間企業は、地域課題の解決の取組みや地域における異業種連携に新しいビジネ
スの創出機会を見出しています。企業間のネットワークの構築はノウハウを持つ企業等に委託し、住民互助の活動を行う
SCと連携しながら業務を分担する方法は、非常に効率的で効果的です。

企業ネットワークの構築はノウハウを持つ企業に委託できる02

行政と民間企業連携のポイント
「八王子市 JTB」から見えてきた

自治体はフレイル高齢者への介護予防・生活支援を強化
地域課題やフレイル高齢者の生活支援を企業にアピール

民
間
企
業

行
政

要介護

健常 民
間
企
業

行
政

要介護

フレイル
（要支援を含む）

健常
（フレイルではない）

　就労的活動支援の最もわかりやすいイメージは、「サロンや介護予防教室と同様に高齢者の通う場所として、企業等が
フレイル高齢者でも活躍できる就労的な活動ができる場を提供する」ということです。もっと簡単に言えば、サロンなどの
地域の通いの場を好まない人にとってのあらたな通いの場の創出です。
　この就労的活動を支援するには企業の力、企業のネットワークが必要です。そのため、こうした取組みを行うコーディネ
ーターも、企業ネットワークの構築ノウハウを持つ主体が担う方が効率的で効果的です。

03 就労的活動は企業が提供する新たな「通いの場」

住民

SC

社協

SC
行政

SC
SC

専門
職

住民

SC

社協

SC
行政

SC
SC

専門
職

企業

SC兼就労的
活動支援C
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「リエイブルメント」
虚弱な高齢者が元の生活を取り戻し、社会参加につなげる

取組みの概要
八王子市 JTB

課題 短期集中予防サービスの実践には「サービスの終了後の社会参加の継続」が不可欠だが、現在配置している生活支援コー
ディネーターだけで、住民主体の取組みも民間企業のサービスも手掛けていくのは人手が足りないと考えていた。また就労
的活動支援も効果的な取組みだが、これには企業の協力が必要だ。

サロン・介護予防教室

趣味活動

住民活動

地域の自然・環境

家族・友人・隣人 店舗・旅行

就労・就労的活動・ボランティア

元の生活を取り戻した先に、その人を活動的にする、
その人ごとの地域資源の活用を提案する

元の生活を取り戻した
高齢者 

リエイブルメント

解決に向けて

元の生活を取り戻す「短期集中予防サービス」
ハッピーチャレンジプログラム

　八王子市の短期集中予防サービスは、イギリスやオランダなどで実践されている「リエイブルメント」
と呼ばれる短期集中プログラムを参考にしている。このサービスは、高齢者本人のセルフマネジメント
能力の定着を目指し、リハビリテーション専門職による面談中心の支援（コーチング）により、自信を取
り戻させ、本人の力を引き出す支援を行っていくもの。身体に触れたり、自宅にない特殊な機材を用い
ることなく、高齢者のセルフマネジメント能力を高めていく。
　こうした取り組みの中で、これまでの生活のしづらさを解消するとともに、サービス終了後の社会参
加・活動的な生活の継続を支援していく。

八王子市
自治体

リエイブルメント
とは

高齢者がいったん身体に問題が発生しても、自らの生活を見直して再度元の生活に復帰して
いく、リハビリテーションを中心にした取組みで、イギリスやオランダなどで行われている短
期集中プログラム。国内では大阪府寝屋川市、愛知県豊明市、山口県防府市などが実施中。

高齢者の社会参加における民間企業との連携

JTB

就労的活動支援
（企業による活動の場の提供）

住民互助
サロンや介護予防教室などの通いの場

民間企業
就労的活動という通い・活躍の場

企業ネットワークの構築による　生活支援体制の
充実、介護予防のパラダイムシフト

地域課題の解決支援、異業種連携、新規ビジネス
創出・新たなマーケット（フレイル高齢者）の獲得

市場サービス情報支援
「るるぶ特別編集／八王子」発行

P.09

新たなサービス創出
企業協議体

P.12

高齢者向けサービスの集約
シニアヴィレッジ

P.13

八王子市
自治体

JTB
民間企業

詳しくはP.15
「八王子市活動概要」

08



『るるぶ特別編集／八王子』を発行

八王子城址を取材する関係者一同。トイレ
やベンチの場所、つまずきやすい場所など
も入念にチェックした

【るるぶ特別編集／八王
子】の誌面用の撮影をす
るフォトグラファー

誌面づくりの打ち合わせ
をするスタッフたち。この
冊子を手にした一人ひと
りが、自分らしく、八王子
市での生活を楽しんでく
れるよう、今後も改訂を
重ねていく

　
『
る
る
ぶ
特
別
編
集
／
八
王
子
』
の
位
置
づ

け
は
、「
リ
エ
イ
ブ
ル
メ
ン
ト
の
対
象
と
な
る

高
齢
者
を
多
様
な
活
動
に
つ
な
げ
る
た
め
の
啓

発
冊
子
」
で
あ
る
。
そ
の
た
め
単
な
る
観
光
案

内
と
は
一
線
を
画
し
、
心
身
に
多
少
の
不
安
が

あ
る
人
で
も
安
心
し
て
出
か
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
場
所
や
コ
ー
ス
、
情
報
の
紹
介
に
特

化
し
て
い
る
。

　
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
編
集
ス
タ
ッ
フ
、
市

職
員
や
Ｓ
Ｃ
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
社
員
（
就
労
的
活
動
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）な
ど
が
場
所
の
選
定
、

紹
介
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
繰
り
返
し
話
し
合

い
、
最
終
的
に
は
一
緒
に
現
場
を
取
材
し
て
、

主
旨
に
合
っ
た
冊
子
を
つ
く
り
あ
げ
た
。

　
取
材
に
同
行
し
た
リ
ハ
ビ
リ
職
に
よ
る
、
安

全
に
歩
く
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
掲
載
。

ま
た
、
Ｓ
Ｃ
が
顔
写
真
入
り
で
登
場
し
、
体
力

や
好
み
に
合
わ
せ
て
市
内
観
光
を
楽
し
む
ヒ
ン

ト
を
紹
介
す
る
な
ど
、
Ｓ
Ｃ
の
役
割
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
そ
の
存
在
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
身
近
に

感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
も
一
役
買
っ
て
い
る
。

　
初
年
度
の
発
行
部
数
は
３
万
部
。
短
期
集
中

予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
総
合
相
談
窓
口
な
ど
で
配
布
す
る
ほ

か
、
Ｓ
Ｃ
が
持
ち
歩
い
て
活
用
す
る
こ
と
も
想

定
し
て
い
る
。
ま
た
、
年
度
ご
と
に
内
容
を
見

直
し
、
更
新
し
て
い
く
予
定
だ
。

　
「
本
冊
子
が
、
自
分
で
楽
し
み
を
見
つ
け
、

積
極
的
に
外
出
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
結
果

と
し
て
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
定
着
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
、

八
王
子
市
の
担
当
者
は
話
し
て
い
る
。

心身に不安を抱えた高齢者が外に出るには、きっかけが必要だ。
そのきっかけづくりとして『るるぶ特別編集／八王子』を活用。

リハビリテーション専門職やSCによるアドバイスも掲載し、虚弱な高齢者を安心で楽しい外出へと誘う。

いつまでも日常生活をもっと楽しく
「さあ、外に出よう！」

PART

Ⅰ 八王子市  JTB REPORT
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リハビリ専門職やSCが教える

楽しみながら元気を目指す
八王子の歩き方

ウオーキング、食生活、アクティブな活動など、キーワードに沿った
場所やサービスを紹介。日々の過ごし方を読者が自分で選べるように、

さまざまな選択肢を提示している

10



ウオーキングや散歩のコースとし
て紹介するのは、日本遺産に選ば
れた八王子市内の名所・旧跡。道
の状況や休憩スポット、車いす用ト
イレの場所などを示しながら、季節
の花や展望といった魅力も伝えて
いる。周辺施設や名物紹介コーナ
ーも、ワクワク感をかきたてる

八王子市では、高齢者の生活を応
援する企業を「はちおうじ人生100
年サポート企業」として登録してい
る。『るるぶ特別編集／八王子』で
は、そうした企業をキーワードごと
にグループ分けして紹介。高齢者
向けサービスの内容や利用できる
時間帯などをコンパクトにまとめ
ているほか、ボランティアや助け合
い活動の情報も掲載している

最終ページには、地域で活躍する
SCの笑顔とメッセージを並べた。

「日常生活をもっと楽しみたい」
「困りごとを解決したい」など、何
かあったらとりあえずSCに相談し
てほしい！　そんな思いを感じるペ
ージ構成だ

PART

Ⅰ 八王子市  JTB REPORT

『るるぶ特別編集／八王子』は
こちらでご覧になれます。
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企業協議体

「はちおうじ人生100年サポート企業」と
JTBが連携して自立支援（リエイブルメント）を促進

　
「
は
ち
お
う
じ
人
生
１
０
０
年
サ
ポ
ー
ト
企

業
」（
以
下
、
サ
ポ
ー
ト
企
業
）
と
は
、
介
護

予
防
や
生
活
支
援
、
社
会
参
加
な
ど
に
つ
な
が

る
活
動
に
取
り
組
み
、
八
王
子
市
に
登
録
し
て

い
る
企
業
の
こ
と
で
、
同
市
で
は
２
０
２
０
年

度
か
ら
こ
の
登
録
制
度
を
開
始
し
て
い
る
。

　
同
制
度
創
設
の
目
的
は
、
高
齢
者
自
ら
が
健

康
の
維
持
・
増
進
を
図
る
『
自
助
』
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
高
齢
者
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
の
創

出
や
、
高
齢
者
の
就
労
環
境
の
整
備
な
ど
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
る
企
業
な
ど
を
側
面
支
援

す
る
こ
と
。「
介
護
予
防
お
よ
び
生
活
支
援
に

資
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」
の
ほ
か
、「
高
齢

者
の
社
会
参
加
を
促
進
す
る
取
り
組
み
の
実

施
」「
高
齢
者
の
雇
用
環
境
の
整
備
ま
た
は
仕

事
と
介
護
が
両
立
で
き
る
雇
用
環
境
の
整
備
」

な
ど
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
登
録
要
件
と
な
っ

て
い
る
。

　
登
録
企
業
数
は
、制
度
創
設
時
の
８
社
か
ら
、

２
０
２
２
年
４
月
ま
で
に
18
社
に
増
加
。
前
向

き
に
検
討
中
の
未
登
録
企
業
も
ま
だ
ま
だ
あ

り
、
今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。

　
当
初
か
ら
、
登
録
企
業
は
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に

活
動
し
て
き
た
が
、
今
回
、
就
労
的
活
動
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
を
受
託
し
た
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が

登
録
企
業
の
と
り
ま
と
め
役
と
な
り
、
定
期
的

に
集
会
を
行
っ
て
、
情
報
交
換
や
、
企
業
同
士

の
協
働
に
よ
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が

い
わ
ゆ
る
協
議
体
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
か
ら

「
企
業
協
議
体
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
で
は
協
議
体
活
動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
２
０
２
１
年
度
は
、「
活

動
内
容
を
確
認
し
な
が
ら
機
運
を
醸
成
す
る

年
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
協
議
体
が
発
足
し
た
２
０
２
１
年

12
月
か
ら
２
０
２
２
年
３
月
ま
で
は
、
民
間
企

業
が
か
か
わ
っ
て
実
践
し
て
い
る
他
地
域
の
事

例
の
共
有
や
、企
業
同
士
の
つ
な
が
り
づ
く
り
、

八
王
子
市
が
目
指
す
地
域
像
、
と
り
わ
け
「
リ

エ
イ
ブ
ル
メ
ン
ト
」「
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
エ

イ
ジ
ン
グ
」
な
ど
を
理
解
す
る
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
Ｓ
Ｃ
と
の
交
流
や
意
見
交
換
な
ど

に
力
を
入
れ
た
。

　
企
業
協
議
体
は
、
参
加
企
業
に
と
っ
て
は
自

社
の
活
動
の
ア
ピ
ー
ル
の
場
、
自
社
に
足
り
な

い
サ
ー
ビ
ス
を
補
っ
て
く
れ
る
企
業
と
の
出
会

い
の
場
、
さ
ら
に
は
自
社
の
発
展
に
つ
な
が
る

新
し
い
視
点
や
活
動
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
場
な
ど

に
も
な
っ
て
い
る
。

　
２
０
２
１
年
度
は
ひ
と
ま
ず
月
に
１
回
ペ
ー

ス
で
行
っ
て
き
た
が
、
２
０
２
２
年
度
か
ら
は

定
期
開
催
と
し
、
就
労
的
活
動
支
援
の
体
制
整

備
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
な
ど
に
力
点
を

移
し
て
い
く
計
画
だ
。

八王子市では、2021年4月から自立支援の中核を担う「短期集中予防サービス」を開始し、
高齢者のリエイブルメント（再自立）を進めている。一方、高齢者の生活支援などに取り組む企業を

「はちおうじ人生100年サポート企業」として登録し、2021年12月から「企業協議体」を組織。
自立支援と企業の取り組みの接続を意識した情報交換の場として活用している。

第１回企業協議体の様子（2021年12月22日）。
八王子市とJTBによる事業説明などがハイブリ
ット形式で行われた

フリータイムには個別に情報交換 企業協議体は回を重ねるごとに意見交換など
が活発化し、顔の見える関係づくりも進んでいる

（2022年2月21日／第3回企業協議体）

高
齢
者
の
介
護
予
防
や
生
活
支
援
、

社
会
参
加
を
市
内
の
企
業
が
応
援

初
年
度
は
参
加
企
業
の
機
運
を
醸
成

２
０
２
２
年
度
か
ら
活
動
を
本
格
化
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シニアヴィレッジ

　
日
本
の
市
場
に
は
い
ま
、
さ
ま
ざ
ま
な
高
齢

者
向
け
サ
ー
ビ
ス
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
八
王
子

市
も
同
様
で
、「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
よ
る
シ
ニ

ア
向
け
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
」「
旅
行
会
社
に

よ
る
ゆ
っ
く
り
ペ
ー
ス
で
の
登
山
ツ
ア
ー
」「
音

楽
教
室
主
催
の
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
」

な
ど
、
探
し
始
め
れ
ば
相
当
数
の
サ
ー
ビ
ス
が

見
つ
か
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
個

別
、
つ
ま
り
点
で
の
提
供
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

を
つ
な
ぐ
機
能
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
。

　
こ
こ
に
横
串
を
刺
し
、
面
と
し
て
提
供
し
よ

う
と
い
う
の
が
こ
の
「
シ
ニ
ア
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」

だ
。
具
体
的
に
は
、
市
内
で
提
供
さ
れ
て
い
る

民
間
企
業
に
よ
る
高
齢
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
を
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
集
め
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
表
（
例
え
ば
約

１
週
間
の
時
間
割
の
よ
う
な
か
た
ち
）
に
ま
と

め
て
提
供
。
高
齢
者
は
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
表
か

ら
興
味
の
あ
る
も
の
、
自
分
に
合
っ
た
も
の
な

ど
を
選
ん
で
自
由
に
参
加
す
る
か
た
ち
を
イ
メ

ー
ジ
し
て
い
る
。

　
バ
ラ
バ
ラ
に
提
供
さ
れ
て
き
た
サ
ー
ビ
ス
を

一
覧
に
し
て
見
え
る
化
す
る
こ
と
で
、
外
出
か

ら
遠
ざ
か
り
が
ち
だ
っ
た
人
々
の
参
加
意
欲
を

引
き
出
し
、
活
動
量
を
増
や
す
と
と
も
に
、
社

会
参
加
の
機
会
を
継
続
的
に
提
供
し
続
け
る
こ

と
を
狙
い
と
し
て
い
る
。

　
社
会
参
加
を
続
け
る
な
か
で
、
仲
間
が
増
え

た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
就
労
的
活
動
に

つ
な
が
っ
た
り
す
る
こ
と
も
十
分
あ
り
得
る
。

そ
れ
が
高
齢
者
個
々
の
生
き
が
い
や
、
地
域
に

お
け
る
暮
ら
し
や
す
い
街
づ
く
り
に
も
つ
な
が

っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
で
は
就
労
的
活
動
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
以

来
、「
は
ち
お
う
じ
人
生
１
０
０
年

サ
ポ
ー
ト
企
業
」
に
個
別
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
た
り
、
企
業
協
議
体
で

共
有
し
た
り
し
な
が
ら
、
サ
ー
ビ

ス
メ
ニ
ュ
ー
を
集
め
て
き
た
。
２

０
２
２
年
度
か
ら
は
い
よ
い
よ
本

格
的
に
面
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

開
始
す
る
。
当
面
は
１
カ
月
に
１

週
間
程
度
の
「
シ
ニ
ア
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
ウ
イ
ー
ク
」を
開
催
す
る
計
画
だ
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
Ｓ
Ｃ
や
登
録
企

業
を
通
し
て
高
齢
者
に
配
布
す
る
。

Ｓ
Ｃ
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
な

か
な
か
把
握
し
き
れ
な
か
っ
た
民

間
企
業
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
手
軽

に
、
し
か
も
選
択
で
き
る
か
た
ち

で
紹
介
で
き
る
と
い
う
点
で
有
用

だ
。
ま
た
、
企
業
に
と
っ
て
は
、

自
社
の
サ
ー
ビ
ス
に
限
ら
ず
豊
富

な
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
で
き
る
こ
と

に
な
り
、顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
併
行
し
て
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
開
発
も
進
め
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。
複
数
の
企

業
の
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
提
供
す
る
こ

と
も
考
え
て
い
る
。
ゆ
く
ゆ
く
は
全
国
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
強
み
を
生
か
し
、

八
王
子
市
外
の
企
業
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
も
メ
ニ

ュ
ー
に
加
え
て
い
く
方
針
だ
。

どこで、いつ、どんなサービスを利用できるかが一目でわかる

高
齢
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
を
見
え
る
化
し

社
会
参
加
の
機
会
を
提
供
し
続
け
る

１
カ
月
に
１
週
間
程
度
の

「
シ
ニ
ア
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
ウ
イ
ー
ク
」を
開
催

「シニアヴィレッジウイーク」プログラムイメージ

登録企業の高齢者向けサービスを集約し
選べるメニューとして提供

高齢者向けサービスを提供する民間企業は数々あるが、これまでそれらは多くの場合、個別に提供されてきた。
「シニアヴィレッジ」はそうしたサービスを一つにまとめ、プログラムとして提供するものだ。

高齢者は自分に合ったメニューを自由に選んで参加できる。

PART

Ⅰ 八王子市  JTB REPORT

午
前

午
後 16:00 ～ 18:00

教育団体
【小学生見守り隊】

場所：〇〇   定員：〇〇

14:00 ～ 16:00
教育・福祉系企業
【脳トレイベント】

場所：〇〇   定員：〇〇

10:00 ～ 11:00
携帯ショップ

【スマホ講座】
場所：〇〇   定員：〇〇

11:00 ～ 12:00
介護系企業

【あたまの健康チェック】
場所：〇〇   定員：〇〇

〇／〇（月）

15:00 ～ 16:00
保険会社

【認知症セミナー】
場所：〇〇   定員：〇〇

10:00 ～ 11:00
スポーツクラブ

【太極拳】
場所：〇〇   定員：〇〇

〇／〇（火）

16:00 ～ 17:00
食品メーカー

【ベジチェックイベント】
場所：〇〇   定員：〇〇

10:00 ～ 12:00
スポーツクラブ
【フィットネス】

場所：〇〇   定員：〇〇

〇／〇（水）

薬局
【健康チェックイベント】
場所：〇〇   定員：〇〇

14:00 ～ 17:00
スーパーマーケット

【健康チェックイベント】
場所：〇〇   定員：〇〇

11:00 ～ 12:00
音楽教室

【ボイストレーニング】
場所：〇〇   定員：〇〇

10:00 ～ 11:00
音楽教室

【ボイストレーニング】
場所：〇〇   定員：〇〇

〇／〇（木）

大学
【スポーツゴミ拾い】
場所：〇〇   定員：〇〇

14:00 ～ 17:00
旅行会社
【高尾山

ウォーキングイベント】
場所：〇〇   定員：〇〇

〇／〇（金）

12:00 ～ 14:00
旅行会社

【姉妹都市高雄
オンラインツアー】

場所：〇〇   定員：〇〇

12:00 ～ 14:00
飲食店

【利き酒教室】
場所：〇〇   定員：〇〇
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八王子市とJTBは協働事業を進めるにあたり、おおむね週に１度の合同ウェブ会議を行って
目的や情報を共有しつつ意見交換を重ねた。「企業協議会」の進め方、「るるぶ」の内容、「シニアヴィレッジ」の

あり方などもこの会議で話し合った。出席メンバーは、八王子市、JTBそれぞれの事業担当者、
国際長寿センター（ILC）の調査研究担当者など。同会議のおおまかな内容を、ここに時系列で紹介する。

八王子市 JTB 取り組み実現の流れ

⃞ 業務推進スケジュール、KPIなどについて確認。企業によるプログラムについては八王子市より、「SCやケアマネの意見を聞き、高齢者
のニーズを踏まえたうえでつくり込みたい」「プログラム数は1企業1プログラムにしたい」などの意見。

⃞ SCとの意見交換会、参画企業への説明について、近日中に設定し、整備したいサービスや参画企業などのニーズを聞くことで合意。

2021

金10 15

⃞ 「るるぶ」について確認。全体のコンセプトとしては、「ちょっと元気になってきた人が、さらによくなるために引っぱり出せるようなもの」「自
らが生活するうえでの選択肢のひとつ、その支援としてSCやサポート企業がある、というイメージ」「サービスを与えるのではなく選択肢
を用意する」などの意見あり。

2022

金1 7
⃞ 「るるぶ」について情報共有。完成後は八王子市の媒体などにも掲載予定。
⃞ 第２回協議体（１月26日）に関して確認。ハイブリッド形式で講演とワークショップを予定。「双方（福祉、企業）がWin×Winになれるよう

にコーディネートしてくれるとありがたい」などの要望あり。
金1 21

⃞ 第2回協議体アンケートの結果を共有。SCの参加を求める声があり、第4回に合同で実施することを検討。
⃞ 第3回協議体の内容を確認。「企業講演（2社選定予定）」「第1層SCによる講演」を実施。
⃞ 域外企業協議体に関して日程などを検討。

火2 8
⃞ 第3回協議体に関して共有。講演企業決定。SC講演は第２層SCがリモートで担当。意見交換には第１層SCも参加する方向を確認。
⃞ SC定例会議の内容を確認。それをふまえてSCより地域の課題を生の状態で共有してもらい、具体的アクションにどうつなげるかなどを

議論することで合意。
火2 15

⃞ 第2回協議体の振り返り。次回以降は意見交換の時間を長めに取れるよう調整するなどの報告。
⃞ 第3回協議体（２月21日）の日程や内容を共有。
⃞ 域外企業協議体に関しても意見交換。「2月下旬～3月上旬を目途に実施想定」「年度内に実践し方向性を固め、4月以降本格稼働」「1業

種1企業に縛られない」などを共有。

金1 31

⃞ 企業参画のためのセールスツールについて議論。ビジネス一色でも困るが企業側にもベネフィットが必要で、うまく調整する必要がある
ことなどを確認。

⃞ 参画企業に関し、「はちおうじ人生100年サポート企業」（以下、サポート企業）の要件を満たせばよいことを確認。
⃞ 「るるぶ」について方向性を議論。2021年度はサポート企業中心にアプローチする。「社会参加」をコンセプトに作成する方向性も検討。

10 22 金

⃞ 八王子市より仕様書・契約書の説明。ILCより、「就労的活動支援事業費は全国的にあまり使われていない予算であり、他自治体におい
ても波及効果あり」とのコメント。 

⃞ サポート企業説明会（11月12日）の資料を共有。サポート企業の中では意識の温度差があるため、年度内は機運醸成が大事であること
を確認。八王子市より、サポート企業のとりまとめ（サポート企業を見つける・つなげる）もJTBへ委託したい旨説明あり。

金11 5

⃞ 「るるぶ」制作について議論。「基本はサポート企業のサービスを紹介する内容とし、ページが余れば観光要素も入れる」など意見交換。
ILCより、「SC、ケアマネの助けになるような媒体になればよい」とのコメント。とにかく「るるぶ」は 〝楽しさ〞 が前面に出ていることが重
要であり、「るるぶ」を見て、活動量が増え、気づけば健康になっていた、というようなストーリーに持っていきたいといった目的を共有。

⃞ ILCからの提示で、「認知症バリアフリー社会実現の手引き」（日本認知症官民協議会が発行）を共有。

金11 12

⃞ 「るるぶ」制作に関して、前回の打ち合わせ内容から誌面イメージを提示。内容については、「基本はSCの活動を補完できるようなツール
が望ましい。ガイドブックやサポート企業の詳細な紹介ではなく、あくまでSCに相談するきっかけや呼び水になればよい」との主旨を確認。金11 19

⃞ 「るるぶ」の仕様はAB判／カラー／12ページ／３万部と決定。表紙を見て、フレイル、プレフレイルの人向けであることがわかるようにす
ること、インパクトのある表紙にすることなどで合意。

⃞ 参画企業の状況確認。大学、スーパー銭湯、カラオケ店なども巻き込みたいなどの意見。
金11 26

⃞ 「るるぶ」に関して編集スタッフを交えて意見交換。具体的なページ構成のほか、「これを見て頑張れる、ここだったら行けそうと思える掲
載の仕方をしてほしい」「とにかくワクワク感は大事」などの意見。

⃞ サポート企業との交流会（毎月実施；後の企業協議体）について、イメージを共有。
金12 3

⃞ サポート企業との交流会（毎月実施；後の「企業協議体」）について意見交換。
⃞ 「るるぶ」製作について議論。冊子の主旨、八王子市の魅力、サポート企業の意識や力量などを再確認しながら掲載コンテンツを整理。金12 10
⃞ 協議体（12月22日）に関して当日の流れを確認。
⃞ 八王子市よりSCアンケートに関して報告。記載の多かった内容は、「就労支援（シルバー人材センターで紹介される仕事は肉体労働がほ

とんど）」「空き部屋、スペースの貸出（サロン・地域活動の場所がない）」「移動支援」など。
金12 17

⃞ 協議体（12月22日）の振り返り。「全体的には前向き姿勢であった印象」「各企業間でさまざまな化学反応を起こしたいといった意向もあ
った」などの報告。

⃞ ILCより山口県防府市の成功事例を提示。「事業開始からリハビリ職がおり、リハビリ職自身でやりたいことを行政に伝えることができて
いる」とのコメント。今後は域外企業が参入しやすい仕組みづくりについても協議していく。

金12 24
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八王子市
活動報告

り
を
つ
く
り
つ
つ
、
望
む
暮
ら
し
の
選
択
肢
と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
場
の
提
示
、
活
用

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
近
年
、

増
加
傾
向
に
あ
る
、「
も
う
一
度
働
き
た
い（
経

験
を
生
か
し
た
仕
事
や
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）」

と
い
う
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
資

源
、
特
に
民
間
企
業
と
の
つ
な
が
り
は
十
分
に

持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
従
来
か

ら
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
、
民
間
企
業
に
協

力
を
依
頼
す
る
場
面
は
複
数
あ
っ
た
が
、
Ｓ
Ｃ

の
役
割
や
企
業
側
の
メ
リ
ッ
ト
を
う
ま
く
説
明

で
き
な
い
な
ど
連
携
は
難
し
か
っ
た
。

　
今
後
、
リ
エ
イ
ブ
ル
メ
ン
ト
を
進
め
て
い
く

た
め
に
は
、
高
齢
者
自
身
が
市
場
サ
ー
ビ
ス
を

含
む
民
間
企
業
の
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
上
手
に

　
冒
頭
で
示
し
た
基
本
理
念
は
、「
高
齢
者
計

画
・
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
以
下
、
高

齢
者
計
画
）に
明
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は「
自

立
支
援
」
を
、「
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
、

日
常
生
活
を
守
る
た
め
の
支
援
」
と
定
義
し
、

２
０
２
１
年
度
か
ら
「
リ
エ
イ
ブ
ル
メ
ン
ト
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、「
短
期
集
中
予
防
サ
ー
ビ

ス
」
を
中
心
に
、
多
様
な
施
策
を
連
動
さ
せ
た

地
域
包
括
ケ
ア
を
推
進
し
て
い
る
。

　
八
王
子
市
に
お
け
る「
リ
エ
イ
ブ
ル
メ
ン
ト
」

の
定
義
は
、「
日
常
生
活
に
課
題
が
生
じ
た
場

合
で
も
、
専
門
的
支
援
を
早
期
に
行
う
こ
と
に

よ
り
、
自
信
を
取
り
戻
し
な
が
ら
、
も
と
の
日

常
生
活
へ
再
自
立
す
る
こ
と
」。
そ
の
た
め
、

一
人
ひ
と
り
の
日
常
生
活
を
知
り
（
ア
セ
ス
メ

ン
ト
）、
自
信
の
喪
失
や
心
身
状
態
の
低
下
な

ど
か
ら
諦
め
て
し
ま
っ
た
、
途
切
れ
て
し
ま
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
、
再
び
つ
な
ぎ
直
し
て

い
く
こ
と
に
注
力
し
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、「
八
王
子
ハ
ッ
ピ
ー
チ
ャ
レ
ン

ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
名
称
で
、
２
０
２
１
年
４

月
に
通
所
型
短
期
集
中
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
た
。
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
定
着
を
目
指

し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
に
よ
る
面

談
中
心
の
支
援
（
コ
ー
チ
ン
グ
）
が
特
徴
で
、

元
の
生
活
・
自
信
を
取
り
戻
す
と
い
っ
た
、
気

持
ち
を
前
向
き
に
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
主
眼

を
置
い
て
い
る
。

　
「
八
王
子
ハ
ッ
ピ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
目
標
は
、
高
齢
者
自
身
が
自
分
の
力
で
日
常
生

活
を
送
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
だ
が
、
３
カ
月
の

サ
ー
ビ
ス
終
了
後
も
、
引
き
続
き
誰
か
の
サ
ポ
ー

ト
が
な
け
れ
ば
早
い
段
階
で
再
び
心
身
状
態
が

低
下
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
が
現
実
だ
。

　
そ
こ
で
、
出
口
支
援
と
し
て
、
各
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
１
名
配
置
さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｃ

が
、
暮
ら
し
に
必
要
な
地
域
資
源
と
の
つ
な
が

高
齢
者
施
策
の
目
標
は

リ
エ
イ
ブ
ル
メ
ン
ト
（
再
自
立
）

新
た
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に

民
間
企
業
と
の
協
働
事
業
を
開
始

八
王
子
市
を
元
気
に
す
る
合
い
言
葉

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
ロ
ゴ
は
、
様
々
な

取
組
み
で
活
用
さ
れ
て
い
る

八
王
子
市
で
は
高
齢
者
施
策
の
基
本
理
念
と
し
て
、「
い
つ
ま
で
も『
望
む
生
活
』を

送
る
こ
と
が
で
き
る
生
涯
現
役
の
ま
ち
」を
掲
げ
、一
人
ひ
と
り
が
望
む
生
き
方
を
多
様
な
主
体
で

支
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。そ
の
た
め
に
は
日
常
生
活
を
維
持
す
る
た
め
の
支
援
、

市
場
サ
ー
ビ
ス
を
含
め
た
幅
広
い
サ
ポ
ー
ト
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
の
課
題
を
解
決
す
べ
く
、２
０
２
１
年
度
か
ら
、株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
に
、高
齢
者
の
暮
ら
し
に

関
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務（
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
一
環
）を
委
託
し
、

行
政
と
企
業
と
の
連
携
を
進
め
て
い
る
。そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。

民
間
企
業
と
の
連
携
で
目
指
す

「
生
涯
現
役
の
ま
ち
」

キ
ー
ワ
ー
ド
は「
リ
エ
イ
ブ
ル
メ
ン
ト
」

辻 野 文 彦さん

八王子市 福祉部 高齢者いきいき課
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活
用
で
き
る
こ
と
、
就
労
に
つ
な
が
る
き
っ
か

け
を
つ
く
る
こ
と
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

　
以
上
が
、
本
市
が
民
間
企
業
と
の
連
携
を
強

化
し
て
い
く
新
た
な
事
業
を
開
始
す
る
こ
と
に

な
っ
た
背
景
で
あ
る
。

　
高
齢
者
施
策
と
民
間
企
業
の
力
を
つ
な
ぐ
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
の
た
め
に
活
用
し
た
事

業
は
、生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
に
お
け
る「
就

労
的
活
動
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
だ
。

　
就
労
的
活
動
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、

地
域
支
援
事
業
実
施
要
綱
の
改
正
に
よ
り
新
た

に
誕
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
ま
さ

に
、
本
市
が
目
指
し
て
い
た
民
間
企
業
と
の
連

携
体
制
づ
く
り
を
後
押
し
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
何
よ
り
資
格
要
件
と
し
て
「
団
体
」
で
も

可
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
こ
と
が
大
き

い
。
こ
れ
ま
で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
＝
民
間
企
業
と
つ
な
が
る

こ
と
が
で
き
る
「
人
」
と
考
え
て

い
た
が
、
個
人
の
配
置
で
は
多
様

な
産
業
を
網
羅
す
る
こ
と
や
対
応

に
関
し
て
限
界
が
あ
る
の
は
否
め

な
か
っ
た
。
求
め
る
機
能
を
有
す

る
（
柔
軟
に
対
応
で
き
る
）
団
体

に
委
託
で
き
れ
ば
、
事
業
は
大
き

く
前
進
す
る
は
ず
だ
。

　
こ
こ
で
課
題
と
な
っ
た
の
が
、

「
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
柔
軟

に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
る
機
能

は
誰
が
持
っ
て
い
る
の
か
」
と
い

う
こ
と
だ
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
国

際
長
寿
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）
を

介
し
て
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
よ
り
、「
八
王

子
市
と
介
護
予
防
の
取
り
組
み
で

何
か
連
携
で
き
な
い
か
」
と
い
う

相
談
が
持
ち
か
け
ら
れ
た
こ
と

で
、
思
い
の
ほ
か
早
期
に
解
決
し

た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
か
ら
説
明
さ
れ
た
企
業
と
し
て
の
強

み
や
、
介
護
予
防
に
関
し
て
“
で
き
る
こ
と
”

の
中
で
、特
に
魅
力
を
感
じ
た
点
が
２
つ
あ
る
。

　
１
つ
は
、
同
社
は
旅
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
、
顧
客
の
望
み
を
最

大
限
尊
重
し
、
宿
、
食
事
、
交
通
、
遊
び
な
ど

多
様
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
つ
な
げ
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ

と
し
て
提
案
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
高
齢
者
の

望
む
暮
ら
し
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
こ
と
と

コ
ン
セ
プ
ト
は
同
じ
で
あ
る
と
感
じ
た
。
も
う

１
つ
は
、
多
種
多
様
な
産
業
と
の
つ
な
が
り
を

も
と
も
と
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
こ
う
し
た
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
優
位
性
は
、
委
託
契
約

締
結
の
た
め
の
「
な
ぜ
Ｊ
Ｔ
Ｂ
な
の
か
」
の
説

明
で
も
強
調
し
た
。
さ
ら
に
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
と
連
携

し
、
本
事
業
が
民
間
企
業
と
行
政
に
ど
の
よ
う

な
効
果
を
も
た
ら
す
か
を
評
価
・
検
証
す
る
研

究
事
業
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
も
追
い
風

と
な
っ
た
（
専
門
機
関
に
よ
る
事
業
評
価
が
無

償
で
提
供
さ
れ
、
こ
れ
が
予
算
確
保
や
事
業
修

正
に
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
）。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
へ
の
委
託
内
容
は
、
主
に
以
下
の
３

点
で
あ
る
。

●
多
様
な
民
間
企
業
の
参
加
を
促
し
、
企
業
間

の
連
携
を
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

市
場
サ
ー
ビ
ス
や
得
意
と
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ

の
情
報
を
整
理
し
「
見
え
る
化
」
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
業
務
は
、「
シ
ニ
ア
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
」「
る
る
ぶ
」「
企
業
協
議
体
」
と
し
て
す
で

に
始
動
し
て
い
る
（
詳
細
は
P
9
‒
13
）。

　
改
め
て
整
理
す
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
本
事

業
が
Ｓ
Ｃ
の
役
割
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
本
市
で
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
を
第
一
層
Ｓ
Ｃ
に
位
置

づ
け
た
。「
人
」
で
は
な
く
企
業
を
Ｓ
Ｃ
に
迎

え
る
こ
と
で
、
情
報
や
経
験
が
企
業
内
で
共

有
・
蓄
積
さ
れ
、
質
を
担
保
し
な
が
ら
継
続
で

き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
こ
で
得
ら
れ
る
情
報
や
企
業
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
他
の
政
策
と
の
連
動

や
政
策
立
案
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
も
可
能
と

考
え
て
い
る
。

　
最
後
に
、
本
市
が
こ
の
事
業
を
ス
タ
ー
ト
で

き
た
大
き
な
要
因
の
１
つ
と
し
て
、「
行
政
職

員
が
第
一
層
Ｓ
Ｃ
を
担
い
、
あ
ら
ゆ
る
主
体
を

課
題
解
決
へ
の
資
源
と
捉
え
て
市
の
事
業
に
つ

な
げ
る
意
識
を
持
っ
て
い
る
」
と
い
う
特
徴
を

挙
げ
て
お
き
た
い
。
今
後
も
市
民
が
望
む
暮
ら

し
を
実
現
・
応
援
す
る
た
め
に
、柔
軟
な
判
断
、

調
整
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

●
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
と
生
活
課
題
を
把
握
・
整

理
し
、
そ
れ
に
合
っ
た
民
間
企
業
の
コ
ン
テ

ン
ツ
を
発
掘
・
創
出
、
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
。

●
リ
エ
イ
ブ
ル
メ
ン
ト
の
対
象
と
な
る
高
齢
者

の
活
動
に
つ
な
が
る
啓
発
冊
子
を
作
成
す
る
。

　
加
え
て
、
事
業
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の

手
段
と
し
て
、
Ｓ
Ｃ
と
民
間
企
業
と
が
意
見

交
換
で
き
る
場
を
設
け
る
こ
と
も
業
務
に
含

め
、
こ
れ
を「
協
議
体
」と
呼
ぶ
こ
と
と
し
た
。

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
予
算
で

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築

第
一
層
Ｓ
Ｃ
を
企
業
に
委
託

経
験
の
蓄
積
、事
業
継
続
に
期
待

企業ネットワークの構築とリエイブルメントとの連動

ネットワーク構築

A社

B社

C社

D社

市場業務
委託

（令和3年度〜）

JTB

既存事業
（令和２年開始）

※18企業登録

SCからの
情報提供

高齢者からの
相談・要望

高齢者の多様な生活課題・ニーズ把握

コンテンツの
提供

高齢者のニーズに基づく多様なプログラ
ムの提供を促す（マッチング・創出する）
場の開催

A社 C社

B社 D社

リエイブルメントに繋がる市場サービス

生活支援コーディネーター（SC）

ＳＣと連携する場（市の定例会）への参加
・リエイブルメントに繋げるニーズを把握
・企業の多様なコンテンツ（情報）を提供
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的
で
す
。
言
っ
て
み
れ
ば
、
民
間
企
業
に
よ
る

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
の
面
展
開
で
す
。

　
高
齢
者
が
そ
こ
に
参
加
し
続
け
る
中
で
、
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
元
の
企
業
の
就
労
的

活
動
に
参
加
し
た
り
、仲
間
づ
く
り
を
し
た
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
に
入
っ
た
り
す
る
こ
と

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
つ
な
が
り

の
あ
る
活
動
を
提
供
す
る
こ
と
で
、「
住
み
や

す
い
街
づ
く
り
」
と
い
う
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル

も
目
指
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
企
業
と
し
て
支

援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

─
事
業
の
推
進
体
制
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

仙
波　
図
１
に
示
す
よ
う
に
、
八
王
子
市
内
で

の
活
動
と
八
王
子
市
外
で
の
活
動
、
大
き
く
２

つ
に
分
け
て
体
制
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
お
い
て
は
、
Ｓ
Ｃ
や
、
八
王
子
市
が

登
録
を
進
め
て
い
る
「
は
ち
お
う
じ
人
生
１
０

０
年
サ
ポ
ー
ト
企
業
」（
以
下
、
サ
ポ
ー
ト
企

業
）
と
連
携
し
な
が
ら
、
高
齢
者
に
対
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
て
い
き
ま
す
。

　
同
時
に
、
八
王
子
市
内
で
賄
い
き
れ
な
い
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
市
外
の
企
業
か
ら
提
供

し
て
も
ら
う
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ

グ
ル
ー
プ
は
全
国
47
都
道
府
県
に
支
店
が
あ

り
、「
八
王
子
市
に
事
業
所
は
な
い
け
れ
ど
、

よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
持
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
企

業
と
の
つ
な
が
り
は
多
数
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

っ
た
企
業
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
多
様
性
の
あ

─
御
社
は
２
０
２
１
年
12
月
、「
就
労
的
活

動
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
」
を
八
王
子
市

か
ら
企
業
の
立
場
で
受
託
し
、
第
一
層
Ｓ
Ｃ
に

位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
に
参
入
す

る
に
あ
た
っ
て
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
し
て
の
コ
ン
セ
プ

ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

仙
波　
J
T
B
は
様
々
な
社
会
課
題
や
地
域
課

題
の
解
決
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。今
回
、

高
齢
者
の
社
会
課
題
へ
の
取
組
み
と
し
て
、

「
民
間
企
業
の
サ
ー
ビ
ス
を
使
い
、
高
齢
者
の

社
会
参
画
を
促
進
し
て
い
く
」
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
の
事
業
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、国
際
長
寿
セ
ン
タ
ー（
I
L
C
）

よ
り
八
王
子
市
の
取
り
組
み
を
紹
介
さ
れ
、

「
リ
エ
イ
ブ
ル
メ
ン
ト
」
や
「
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
エ
イ
ジ
ン
グ
」
の
概
念
、
社
会
参
加
に
向

け
た
取
り
組
み
な
ど
を
知
り
、
民
間
企
業
と
し

て
協
力
で
き
る
と
考
え
た
の
で
す
。

　
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
一
言
で
言
え
ば
、

「
高
齢
者
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
生
活
し
、
活
動
量
を

上
げ
る
た
め
の
支
援
」
で
す
。
２
０
２
１
年
度

は
こ
れ
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、「
シ
ニ
ア
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
実
施
」「
る
る
ぶ
発
行
」「
協
議
体
開
催
」
の

３
つ
に
つ
い
て
検
討
・
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

─
支
援
の
か
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
想

定
し
て
い
ま
す
か
。

仙
波　
私
た
ち
の
今
回
の
取
り
組
み
は
、
高
齢

者
の
皆
さ
ま
が
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
し
、
活
動
量
を
増
や
し
な
が
ら
、
自
ら
や
り

た
い
こ
と
を
見
つ
け
て
い
く
こ
と
を
支
援
す

る
、
と
い
う
も
の
で
す
。
多
様
な
社
会
参
加
の

機
会
を
、
生
活
動
線
の
中
で
提
供
し
、
活
動
量

を
増
や
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
介
護
予
防
に
つ

な
げ
ら
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
民
間
企
業
と
Ｓ
Ｃ
が
一
体
と
な
っ
て
介

護
予
防
や
認
知
症
予
防
に
つ
な
が
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
民
間
企
業
は
こ
れ
ま
で
に
も
、
高
齢
者
の
生

活
に
か
か
わ
る
サ
ー
ビ
ス
を
個
別
に
提
供
し
て

き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分

に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
選
び
、
継
続
的
に
参
加

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
高
齢
者
向
け

の
市
場
サ
ー
ビ
ス
を
あ
る
程
度
集
約
し
、
豊
富

な
選
択
肢
と
し
て
提
示
し
た
ほ
う
が
よ
り
効
果

２
０
２
１
年
12
月
、八
王
子
市
の
第
一
層
Ｓ
Ｃ
と
な
っ
た

株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ（
以
下
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
）。自
治
体
が
民
間
企
業
に
Ｓ
Ｃ
を
委
託
す
る
の
は

全
国
で
も
数
例
し
か
な
い
。し
か
も
47
都
道
府
県
す
べ
て
に
支
社
を
擁
し
、あ
ら
ゆ
る

業
種
と
つ
な
が
り
を
持
ち
、す
べ
て
の
世
代
を
顧
客
と
す
る
大
手
旅
行
会
社
に
よ
る

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
へ
の
参
入
と
あ
っ
て
、関
係
者
か
ら
大
き
な
注
目
を

集
め
て
い
る
。Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
こ
の
事
業
を
担
う
目
的
を
ど
こ
に
置
き
、ど
ん
な
展
開
を

考
え
て
い
る
の
か
。担
当
者
で
あ
る
仙
波
翔
太
さ
ん
に
聞
い
た
。

高
齢
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

企
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

八
王
子
市
の
第
一
層
Ｓ
Ｃ
と
し
て

仙 波 翔 太さん

株式会社JTB ツーリズム事業本部
エリアソリューション事業部

企画・開発推進チーム

高
齢
者
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
生
活
し
、

活
動
量
を
上
げ
る
た
め
の
支
援

事
業
推
進
体
制
は

八
王
子
市
内
・
市
外
に
分
け
て
イ
メ
ー
ジ
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る
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
選
択
に
足
る
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、
企
業
だ
け
で
は
な
く
、

「
旅
行
」
と
い
う
も
の
を
媒
介
に
し
て
、
観
光

地
な
ど
幅
広
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
接
点
を
持
っ
て

い
ま
す
。

　
八
王
子
市
内
で
も
連
携
し
、
八
王
子
市
外
か

ら
も
サ
ー
ビ
ス
を
引
っ
張
っ
て
き
て
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
て
い
く
、
と
い
う
の
が
、
私
た
ち
が

持
っ
て
い
る
事
業
展
開
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

─
民
間
企
業
に
よ
る
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
の
具

体
案
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。仙

波　

た
と
え
ば
、

薬
局
は
高
齢
者
の
生

活
動
線
の
中
で
欠
か

せ
な
い
施
設
で
す
が
、

そ
こ
で
薬
を
売
る
だ

け
で
は
な
く
、
不
定

期
で
血
液
年
齢
や
肌

年
齢
の
測
定
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
、
高
齢
者

自
身
が
自
ら
の
健
康

状
態
に
気
づ
く
機
会

を
提
供
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

旅
行
会
社
と
し
て

の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
に
よ
り
高
齢
者
が

外
出
す
る
き
っ
か
け
を

つ
く
り
、
そ
こ
に
身

体
測
定
や
認
知
機
能

に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク

も
プ
ラ
ス
す
る
こ
と

な
ど
を
考
え
て
い
ま

す
。

　
ほ
か
に
も
、
認
知
症
セ
ミ
ナ
ー
や
運
動
型
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
で
高
齢
者
に
場
を
提
供
で
き
る
企

業
も
複
数
あ
る
と
思
い
ま
す
。
企
業
に
対
し
て

は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
か
ら
こ
う
し
た
活
動
を
提
示
し
な

が
ら
促
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

─
八
王
子
市
は
学
園
都
市
で
も
あ
り
ま
す

が
、大
学
と
の
連
携
も
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

仙
波　
市
内
の
大
学
生
な
ど
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

展
開
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
も
出
て
い
ま
す
。

企
業
目
線
だ
け
で
は
な
く
、
産
官
学
連
携
し
な

が
ら
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
ま
と
め
て
提
供
す
る

の
が
「
シ
ニ
ア
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
で
す
。
い
ろ
い

ろ
な
企
業
が
予
定
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
を
、
１

週
間
ご
と
に
可
視
化
さ
せ
る
か
た
ち
で
、
地
域

の
高
齢
者
に
届
け
る
計
画
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
月
曜
日
午
前
中
に
は
携
帯
シ
ョ

ッ
プ
で
高
齢
者
対
象
の
ス
マ
ホ
講
座
が
あ
り
、

火
曜
日
の
昼
に
は
八
王
子
市
と
姉
妹
都
市
の
台

湾
高
雄
市
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
い
で
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
る
、
水
曜
日
の
午
前

中
は
地
元
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
シ
ニ
ア
向
け

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
が
あ
る
、
と
い
っ
た
か
た

ち
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
ま
す
。

　
こ
れ
を
一
覧
表
で
見
る
こ
と
で
、「
木
曜
日

午
後
は
近
く
の
ス
ー
パ
ー
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
イ

ベ
ン
ト
に
行
き
、
金
曜
日
は
母
校
で
ゴ
ミ
拾
い

を
や
っ
て
み
よ
う
」
な
ど
と
い
う
ふ
う
に
、
高

齢
者
自
身
が
計
画
を
立
て
、
行
動
で
き
る
よ
う

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

─
住
民
主
体
の
活
動
と
は
ま
っ
た
く
別
な
の

で
す
か
。

仙
波　
も
ち
ろ
ん
組
み
合
わ
せ
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
選
択
の
幅
は
さ
ら
に
広
が
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
企
業
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
各
企
業
が
持
っ
て
お
り
、
複
数
の
企
業

の
活
動
を
１
つ
に
ま
と
め
た
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
れ
を
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
ア
レ
ン
ジ
し
て

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
な
が
ら
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
か
ら
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
る
企
業
や
、
サ
ポ
ー
ト
企

業
な
ど
と
と
も
に
つ
く
り
あ
げ
、
Ｓ
Ｃ
や
参
加

企
業
を
通
し
て
高
齢
者
に
届
け
ま
す
。
こ
う
し

た
活
動
に
よ
り
八
王
子
市
の
介
護
予
防
・
生
活

支
援
に
向
け
た
取
り
組
み
は
充
実
し
て
い
く
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

─
介
護
予
防
や
生
活
支
援
に
関
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
地
域
に
浸
透
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
民

間
企
業
と
Ｓ
Ｃ
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
す
ね
。

仙
波　
は
い
。
Ｓ
Ｃ
と
企
業
と
の
相
互
理
解
は

と
て
も
重
要
で
す
。
双
方
が
双
方
を
う
ま
く
活

用
す
る
よ
う
に
調
整
し
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち

Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
重
要
な
任
務
で
す
。

　
「
民
間
の
サ
ー
ビ
ス
は
高
額
」
と
い
う
印
象

が
あ
る
の
か
、
ま
だ
ま
だ
ど
う
し
て
も
避
け
ら

れ
る
傾
向
は
あ
り
ま
す
が
、
企
業
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
が
こ
の
市
場
か
ら
な
く
な
る
こ
と
は
な
い

は
ず
で
す
。
で
き
る
だ
け
う
ま
く
活
用
し
て
い

た
だ
く
方
向
で
、
情
報
共
有
を
図
り
つ
つ
、
調

整
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

─
『
る
る
ぶ
特
別
編
集
／
八
王
子
』
を
作
成

高
齢
者
が
自
分
で
計
画
を
立
て
、

行
動
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

地域内連携を促進したCCR推進
（事業推進、人財づくり 等）

都市圏ならびに全国において多大な
影響力を持つ企業を連携パートナー
に迎える。

域内 域外

図１　事業推進体制のイメージ

「
見
る
」「
食
べ
る
」「
遊
ぶ
」
を
大
切
に

高
齢
者
向
け
「
る
る
ぶ
」
を
作
成

『あなたのみちをあるけるまち』八王子
推進体制

地域住民

地域関係者
農林漁業・商工業・

文化・福祉等

地域観光事業者
協会・宿泊・
飲食・物産等

「生涯現役のまち」八王子
人、街並、文化との交流

□ 持続性ある社会参画の仕組みづくり
□ フレイル予防要素に基づく介護
　 プログラム実施
□ 生活導線での気づきの場創出
□ ボランティアプログラム造成、就労支援

地域内連携の促進

プロダクティブエイジング
自立・セルフケアの意識醸成

生活導線での高齢者マーケッ
トへの効果的なアプローチ

ドラッグストア

連
携
パ
ー
ト
ナ
ー

高齢者集客イベント企画実施
MaaS事業推進

旅行代理店

セミナー・イベント企画実施

損害保険会社

セミナー・イベント企画実施

介護施設
リエイブルメントの
推進

いつまでも『望む生活』を送ることが
できる生涯現役のまち八王子

域内外
連動

JTB

プログラム提供

社会参画の場提供

推進 連携
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っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
、
和
食
料
理
店
な
ど
で
出

さ
れ
る
料
理
に
彩
り
を
加
え
る
、い
わ
ゆ
る「
つ

ま
も
の
」
と
し
て
の
美
し
い
葉
っ
ぱ
や
花
を
、

町
内
の
高
齢
者
が
収
穫
し
、
農
協
を
通
し
て
全

国
に
出
荷
す
る
同
町
独
自
の
産
業
で
す
。

　
上
勝
町
の
人
口
は
約
１
５
０
０
人
、
高
齢
化

率
は
約
50
%
で
す
が
、
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
始
ま

っ
て
以
来
、「
忙
し
く
て
病
気
に
も
な
っ
て
い

ら
れ
な
い
」
と
、
町
内
の
高
齢
者
は
日
々
活
発

に
活
動
し
、
中
に
は
年
収
１
０
０
０
万
と
い
う

高
齢
者
も
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　
地
域
資
源
を
う
ま
く
経
済
価
値
に
変
え
る
、

こ
の
よ
う
な
活
動
は
他
地
域
で
も
十
二
分
に
取

り
組
め
る
と
考
え
ら
れ
、
本
事
業
の
目
標
と
し

て
挑
戦
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

挑
戦
が
、
超
高
齢
社
会
の
日
本
で
は
大
変
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。

─
旅
行
商
品
を
売
ろ
う
と
は
し
な
い
の
で
す

か
。

仙
波　
既
存
の
商
材
を
売
ろ
う
と
す
る
と
、
高

齢
者
自
身
が
選
択
す
る
と
い
う
一
番
重
要
な
視

点
が
薄
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
。
ア
ク
テ
ィ

ブ
シ
ニ
ア
を
増
や
し
な
が
ら
、
当
社
の
利
益
も

上
げ
て
い
く
。
そ
ん
な
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
創

出
し
た
い
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ア
ク
テ
ィ
ブ

に
な
っ
た
方
々
が
当
社
を
利
用
し
て
旅
行
に
行

っ
て
く
だ
さ
る
の
は
大
歓
迎
で
す
。

　
と
に
か
く
、
自
治
体
の
高
齢
者
施
策
に
企
業

が
絡
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ま
ま
で
に
な
い
経

済
活
動
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
示
し
た
い
と
い
う

思
い
が
強
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
今
後
も

果
敢
に
仕
掛
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

す
る
に
あ
た
り
、
こ
だ
わ
っ
た
点
は
？

仙
波　
「
る
る
ぶ
」
は
、「
見
る
」「
食
べ
る
」

「
遊
ぶ
」
の
末
３
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
す
。

今
回
の
事
業
も
、
高
齢
者
に
い
ろ
い
ろ
な
も
の

を
見
て
い
た
だ
き
、
食
べ
て
い
た
だ
い
て
、
遊

ぶ
・
活
動
的
に
出
か
け
て
い
た
だ
く
、
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
ベ
ー
ス
に
企
画
し
ま
し
た
。

　
市
販
の
「
る
る
ぶ
」
は
、
多
く
の
方
が
旅
行

に
行
く
前
に
「
楽
し
い
」
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

購
入
さ
れ
ま
す
。
高
齢
者
の
方
々
も
同
じ
よ
う

に
、
こ
の
冊
子
を
見
て
、「
楽
し
そ
う
！　
行

っ
て
み
よ
う
！
」
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
誌
面

づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
観
光
地
の
特
集
が
多
か
っ
た
「
る
る

ぶ
」
で
す
が
、
最
近
で
は
「
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
出

か
け
ら
れ
る
場
所
」
や
「
病
院
の
ご
案
内
」
な

ど
も
つ
く
っ
て
お
り
、
観
光
地
以
外
に
も
サ
ー

ビ
ス
や
製
品
を
紹
介
す
る
こ
と
も
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
も
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
、“
高
齢

者
の
活
動
的
な
生
活
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
冊

子
”
を
つ
く
り
ま
し
た（
詳
細
は
P
9
‒
11
）。

　
『
る
る
ぶ
特
別
編
集
／
八
王
子
』
が
、
高
齢

者
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
、
そ

し
て
楽
し
い
日
常
に
つ
な
が
る
き
っ
か
け
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

─
「
る
る
ぶ
」
は
毎
年
、
版
を
重

ね
て
い
く
計
画
だ
そ
う
で
す
ね
。

仙
波　
２
０
２
１
年
度
に
作
成
し
た

も
の
を
２
０
２
２
年
度
以
降
に
配
布

し
、
並
行
し
て
第
２
版
の
制
作
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
後
も
同
様
に

進
め
、
新
鮮
な
情
報
を
お
届
け
で
き

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

─
２
０
２
１
年
度
の
取
り
組
み
の

３
つ
め
、企
業
協
議
体
に
つ
い
て
も
、

活
動
状
況
や
現
状
で
の
評
価
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

仙
波　
お
お
む
ね
月
に
１
回
会
議
の

場
を
設
け
、
す
で
に
参
画
し
て
い
る

企
業
と
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
重
ね
て

い
ま
す
（
詳
細
は
P
12
）。
２
０
２

１
年
度
に
は
、
事
例
紹
介
、
参
加
企

業
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
か
た

ち
で
開
催
し
、
高
齢
者
施
策
へ
の
理
解
を
深
め

た
り
、
参
画
企
業
同
士
の
横
の
つ
な
が
り
を
つ

く
っ
て
き
ま
し
た
。
Ｓ
Ｃ
と
の
意
見
交
換
会
も

実
現
し
、
年
度
内
の
目
標
だ
っ
た
、「
企
業
の

機
運
醸
成
」
は
、
か
な
り
進
ん
で
き
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　
企
業
協
議
体
は
今
後
、
月
に
１
回
の
定
期
開

催
と
し
、「
半
期
振
り
返
り
」「
年
間
振
り
返

り
」
な
ど
で
検
証
も
行
い
な
が
ら
有
意
義
な
意

見
交
換
、情
報
共
有
を
重
ね
て
い
く
方
針
で
す
。

─
２
０
２
２
年
度
以
降
の
計
画
は
？

仙
波　
い
ま
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
目
指
し
て
い
る
こ
と

は
、
大
き
く
２
つ
あ
り
ま
す
。

　
１
つ
は
、
八
王
子
市
で
行
っ
て
い
る
取
り
組

み
を
事
業
化
し
、
他
地
域
で
も
展
開
し
て
い
く

こ
と
。
２
０
２
１
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
こ
の
事

業
を
し
っ
か
り
と
八
王
子
市
に
根
づ
か
せ
つ

つ
、
同
様
の
課
題
を
持
つ
ほ
か
の
自
治
体
に
対

し
て
も
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
１
つ
は
高
齢
者
が
新
し
い
経
済
価
値
を

創
出
す
る
取
り
組
み
へ
の
挑
戦
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
が
保
有
し
て
い
る
地
域
資
源
を
活
用

し
、
高
齢
者
に
よ
る
新
経
済
を
創
出
す
る
こ
と

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

　
参
考
事
例
と
し
て
は
、
徳
島
県
・
上
勝
町
の

「
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
葉

取
り
組
み
の
事
業
化
と
他
地
域
展
開

高
齢
者
に
よ
る

経
済
価
値
創
出
を
目
指
す

図２　次年度以降の動き

これまでJTBグループが培って
きたアセット（地域／企業との
接点・観光知見・情報・ブラン
ド 等）を活かし、地域資源を活
用した高齢者が新しい経済を
創出する事業を検討する

JTB

消費者

優良
顧客

社員

顧客
企業

取引先

社会

企業
国内

観光客

関係
人口

地域
住民

インバ
ウンド

地元
企業

子ども
たち

地域・行政
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本事業への評価
調査研究事業委員会委員による

本事業では定期的に調査研究委員会が
開かれ、経過報告と検証、活発な意見交換が
行われた。その中から、委員による
事業への評価を抜粋して紹介する。

　JTBに第１層ＳＣと就労的活動支援コーディネーターを兼務してい
ただき、高齢者に就労も含めた多様な通いの場を提供しようとしてい
る。「多様な通いの場の提供」は、厚生労働省も提言を出して推進し
ており、それをプログラムとして提示できるのは強み。ステークホルダ
ーとの連携という意味でも力強い。こういった事業がPDCAの多様な

「Do」の柱になっていくことに期待している。
　また、多くの自治体が就労的活動支援コーディネーターという言葉
は知っていても、その役割や的確な委託先を十分に理解してはいな
いのではないか。八王子市のように、JTBがＳＣと兼務することで、民
間企業とコラボレーションしやすくなるのではないかと思う。
　課題としては、同じプログラムに参加する高齢者の間で元気度が
大きく違っているような場合の対応だろう。指導方法や協調性などの
観点からも、どういった工夫ができるかが非常に重要で、今後の知
見が待たれる。

地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター研究所 
社会参加と地域保健研究チーム 研究部長藤原佳典委員長

　一般に、自治体では同じセクションにいても担当者が分かれるこ
とが多く、地域支援事業の各事業間の連動性が難しい問題となって
いる。事業を掛け合わることが重要だと思う。「予防」という視点は各
事業の基盤であり、たとえば「短期集中予防サービス」を単体として
だけ考えるのではなく、予防を起点に生活支援と掛け合わせる、ボラ
ンティアと掛け合わせる、といった工夫が必要だ。
　八王子市のように、選択肢・機会を増やして高齢者がアクティブ
になっていく仕組みをつくりながら、いろいろな事業と事業を掛け合
わせておくと、その仕組みや狙いが、担当者や体制が変わっても残
っていくのではないか。その発想でいくと、約7割を占める人口5万
人以下の市町村でも参考にできる部分が見せられると思う。ＳＣカフ
ェに参加する方にも強いメッセージになるのではないか。

臼杵市高齢者支援課 主幹／地域共生担当石井義恭委員

　資源が多い一方で、SCが一つひとつになかなかコミットしきれな
い面もある。そういう中で、民間企業がプラットフォームになってつな
げていくというかたちは、都市型の大きなモデルになるのではと思
い、大変期待している。
　どのような方々を対象にするのか、虚弱な人から元気高齢者まで
幅広いという点には課題もある。しかし、たとえばスポーツクラブに
通っている普通の高齢者の方々が、仮に5 年通っている間に心身機
能は低下してきても、その間、やめないでいてくれるだけで介護予防
になる。高齢者にとって２年、３年は非常に大きい。そういう意味で、
新たな人を救うという大上段に構えなくても、参加し続けていただく
ことをサポートできる体制を組んでいく、というようなかたちで始める
と、肩の荷がおりるのではないか。

愛知県豊明市市民生活部 市民協働課課長松本小牧委員

　八王子市では政策に結びつけるために、いろいろな専門性を持っ
た第1層SCを複数置いている。私もその１人で、行政の中を調整す
る役割。JTBには、企業支援、企業との調整を担う第１層SCを委託し
た。八王子市全体で民間企業の力を使っていく、投入していくために、
政策形成にも、第２層SCの支援にもかかわっていただく。ノウハウ
やテクニックの蓄積には経験を重ねるのが一番だが、ほかにSCとの
意見交換などはすでに始めており、研修形態も考えている。
　財源としては就労的活動支援事業を活用しており、JTBの力を使っ
てその分野を開拓していきたい。介護予防事業も同じ部署が担当し、
同じ枠組みで進めている。内部調整的な苦労はあまりしていないが、
それにはこうした組織づくりの工夫も生かされていると思う。
　事業継続に関しては、外部を巻き込むことを強く意識している。熱
意ある人材が外部にいて継続的に事業にかかわっていれば、私が異
動してもシステムは残り、地域づくりも進むと考えている。

八王子市福祉部 高齢者いきいき課／本事業担当者辻野文彦委員

　まずはとてもステキだと思う。多様な主体、多様な人たちが連携す
るという力の意味を教えていただいた。
　やはり通いの場は、通い続けられること、そこにかかわり続けられ
ることが重要で、どう主体的にかかわり続けられるかという部分は、
これからの課題だと感じる。
　ただ、辻野委員のような方がいるからこういう仕組みが成り立つ
のではないかとも思う。熱意を持った担当者がいなくなると、そこの
事業から魂が抜け、形だけ残ってしまうというケースもある。辻野委
員が異動した後、その先を見越した工夫が必要だろう。

公益財団法人ダイヤ高齢社会研究財団 
研究部 主任研究員澤岡詩野委員

　本当に羨ましいというのが一番の感想。私の住む福岡県うきは市
は田舎で、JTBのような全国展開している企業は身近にないが、企業
とつながっていかないといけないということは強く感じる。地域力に
は差があるので、市全体に等しく対応できるものとして、市場サービ
スなどを入れていかなければならないと思う。
　本事業については、企業と生活支援体制整備事業や地域包括ケ
アシステムをどう進めていきたいか、歩調合わせについてどういった
工夫をされたのか。また、企業に就労的活動支援事業を委託するに
あたり、内部調整はどうだったのかといった部分に大変興味がある。

社会福祉法人うきは市社会福祉協議会 
総務企画課企画調整係中川史高委員

　先進的かつシステマチックで素晴らしい。ただ、地域資源開発と、
マッチングやアセスメントといったものではノウハウがかなり違う。メ
ニューを揃えることはできても、メニューにうまく合わせたり、アフタ
ーフォローをしていくことをどう考えているのか知りたい。
　おそらくJTBがやっている活動はかなり幅が広いので、リエイブル
メントの観点からだけではなく、むしろそうではないほうが多くなりそ
うなので、その点は少し考慮する必要がある。ケアマネジャーもいな
い、でもSCはアセスメントが専門外となると、そこだけうまくいかな
い人が出てきてしまうともったいないので、ぜひ皆さんで知恵を出し
合うとよいと思う。

成蹊大学文学部 現代社会学科教授渡邉大輔委員

八王子市  JTB REPORT PART
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2

1

3

・スーパーマーケット
トレードショー 2022

Ｓ
Ｃ
の
声
を

産
業
界
に
伝
え
る

高齢者の生活支援を行ううえで、自治
体と民間企業の協働が不可欠である
ことは、多くの関係者が認識している。
しかし、産業界にはいまだに、高齢者
の生活支援が地域の課題として伝わ
っていないことが明らかになっており
（2020年度調査研究による）、今後は
SCがそうした生活支援ニーズを収集
し、産業界に伝達していくことが、強く
求められる。このことは、生活支援体
制整備事業が持つ「マーケティング支
援機能」と「プロモーション支援機能」

を有効に活用することにもつながる。
同時に、産業界の情報を生活支援の
現場に伝えていくことも重要であるた
め、双方の情報を共有する取り組み
と、その効果について検証した。題材
として選んだのは、自治体の規模にか
かわらず必要で、生活支援ニーズを
広く収集することが可能な「買物支
援」だ。食品流通業界団体の一つであ
る一般社団法人全国スーパーマーケ
ット協会の協力を得て実施した事業
の概要と成果を報告する。

122月16 〜 18日に幕張メッセ（千葉県）で開催さ
れた「スーパーマーケット・トレードショー2022」。
コロナ禍におけるまん延防止等重点措置発令中の
開催となったがのべ約4万3,000人が来場した
3ILCが作成し、「スーパーマーケット・トレードショ
ー2022」で配布したパンフの表紙

PART

Ⅱ
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　高齢者のニーズを企業に伝えるとき、ついつい「〜してほしい」という「要求」になってしまいがちです。企業側に一方的に
負担を強いるのではなく、地域の課題を伝えながら、「一緒にいい方法を考える」または「一緒に作る」といった「協働」をイメ
ージしたアプローチをしていくことが効果的です。
　企業の新しいサービスの上手な使い方や、既存の商品の便利な使い方を高齢者に伝えていくということも生活支援に役立
ちます。また、そういう使い方を企業側に知ってもらうことも地域の生活支援力の向上につながっていきます。
　企業やお店側と一緒に考えることができる関係性・ネットワークを作っていくことで、SCの活動は広がっていきます。

01 高齢者のニーズを起点に、企業と一緒に取り組む意識で活動しよう

　民間企業のサービスを紹介することに戸惑う方もいるかもしれません。もちろん特定の商品だけを紹介することは不適切な
支援ではないかと感じるかもしれません。
　そこで地域の市場サービスを伝えるときは、特定のものだけを紹介するのはなく、より多くの商品の情報を提示し、高齢者
に選択肢を多く提供することを目指すべきと思います。
　「こんなサービスもあります」「こんな商品もあります」「こんな地域の取組みもあります」という風にたくさんの選択肢を提
供し、高齢者に自ら選んでもらうことが重要です。たくさんの選択肢の中から選ぶことこそ「自分らしさ」であり、その選択肢を
たくさん提供できるように準備することがSCの役割ではないでしょうか。

高齢者にたくさんの選択肢を提供できるように支援するのがSCの役割02

　地域の高齢者を支えようと考えている企業や商店はたくさんあり、そうした企業等は地域の様々な主体と連携して社会に貢
献したいと考えています。高齢者の生活支援の最前線にいるはずのSCは、そうした主体の輪の中に入っておくべきではない
でしょうか。　
　スーパーマーケットには、高齢者を支えることができる多くの業種の企業が関わっていることがわかりました。多くの高齢者
が訪れ、または訪れたいと考えているスーパーマーケットと連携することは、高齢者が生活しやすい地域づくりに直結しますし、
多様な業種の企業や様々な主体と連携するきっかけになるはずです。

03 スーパーマーケットは地域の高齢者の生活を支える拠点になる可能性が高い

商談展示会に参加して学んだこと
SCに伝えたい３つの視点
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「シニアが集まる店舗のお手伝い」と題して、ILCが出展したブースの様子。訪れてくれた皆様と有意義な意見交換を行った
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。
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Ｃ
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。
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Ｃ
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携
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携
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す
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サ
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ヒ
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Ｃ
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れ
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。
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サ
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ら
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取
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に
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さ
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。
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Ｓ
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れ
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。
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。
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す
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Ｇ
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・
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Ｓ
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０
２
２
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。
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Ｓ
Ｃ
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＊某大手スーパーマーケットチェーン担当者によるパンフレットに対する評価を吹き出しで示した

「食料品アクセス困難人口の
推移」（農林水産省政策研究
所）など買物弱者の現状を示
すデータを掲載。解決策として
の５つのアプローチと、具体的
解決事例を例示した

高齢者に外出の機会を提供す
る仕組みとして全国各地で送
迎サービスが広がっていること
を紹介。特に、愛知県豊明市
で誕生した、健康増進のため
の乗り合いサービス「チョイソ
コ」を取り上げ、その事業構造
や利用状況、導入のメリットな
どを示した

このパンフレットはとてもわかりやす
い。お客さまも変化していて、そこをビ
ジネス上でも取り込む必要がある。同
時に社会課題の解決を目指しているス
ーパーは多く、社会貢献に寄与する企
画であれば導入する会社も多いのでは
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Ⅱ スーパーマーケット・トレードショー2022

「近隣に食料品店がないと死
亡リスクが1.6倍」「外出・買い
物・料理・園芸・スポーツをし
ないと認知症リスクが約２倍」
など、高齢者にとっての買い物
の重要性を示すデータを紹介

ILCが行ったSC向けアンケート
から、SCがスーパーマーケット
に求めるニーズを「通販」「商
品」「店内」「その他」の４項目
に分けて掲載

全体的に非常に参考になる。あまり無
理な内容がない点が良い。持続可能性
を担保するときにどれだけコスト感なく
できるのかが大きなポイントとなる

スーパーマーケット・
トレードショーで
配布したパンフは

こちらでご覧になれます。
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スーパーマーケット・トレードショー2022 PART

Ⅱ

コストがかからず大きな効果が期待できる、スーパーマ
ーケットにおける新企画として、SCによる相談窓口など
を含めた高齢者向けのサービスや商品を充実させた
「シニアデー」の開催を具体的に提案。さらに、スーパー
マーケットを「高齢者の暮らしのライフライン」と位置づ
け、その機能を進化させるべくSCとの連携を提案

従業員と地域包括支援センターのつな
がりの中で、地域包括支援センターの
方にいろいろ教えてもらうことがある。
日頃からつながっていると、地域の見守
りネットワークというものが、実際に目
に見えてくるように感じる。それによっ
て従業員も安心する。こういうつながり
はありがたいと思う

ブースで対応するILCスタッフ
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2

1

3

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
＆
サ
イ
ト
開
設
で

Ｓ
Ｃ
の
活
動
を
伝
え
る

「生活支援コーディネーターは資格要
件の自由度が高く、創意工夫の余地が
多いという利点もあるが、職務の内容
や制度周知などに関して研修体制や
職種間の連携体制が十分といえない
ため、支援組織や研修体制の整備が
必要である」─。これは、2020年度
調査研究において示された、SCへの
支援体制に関する課題である。しかし、
SCは新しい職種で他の福祉職のよう
な団体もまだ組織されておらず、必要
な情報が一元化されていないため、情
報収集やSC同士の交流の機会が非

常に少ないのが現状だ。そこで2021
年度には、情報収集、意見交換、交流
などの面でSCを支える体制を構築す
べくモデル事業を実施した。多くのSC
から意見や要望を集めることから着手
し、SC支援の現状に関する調査・分析
を行ったうえで、今後に向けた支援体
制づくりを進めている。SC同士の連
携・交流の場としてのウェブサイトの開
設、情報共有や研修を目的としたウェ
ブセミナーの実施、SC対象のアンケー
ト調査などについて報告する。

123ウェブセミナー「SCカフェ」開催の告知。3回
の開催で延べ約1,000人の参加者を集めた

SCカフェ報告
PART

Ⅲ
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2021年10月12日に開設されたSC応援サイト「SC
カフェ」
交流の場、資料提供、質問トピックなどの機能を
持つ「ラウンジ」、研究者やベテランSCが個別に
メールメールえ悩みに応える「カウンセリング」の
２つのコンテンツで構成

https://ilcjapan.org/
sccafe/

第1回SCカフェの1日マスターを務めた藤原佳典
委員長

司会を務めた服部委員（右）と中村氏（左）

　初回のSCカフェは、2021年10月12日、927名
の参加を得て開催された。服部真治・医療経済
研究機構 研究部主席研究員、中村一朗・国際長
寿センター室長（元第1 層SC）を司会に、９つの
先進自治体から集まった15名のSCと、５名の調
査研究員がパネリストとして参加。まずはそれぞ
れのSCが自己紹介を兼ねて「生活支援コーディ
ネーターとして今、力を入れて取り組んでいること」
を紹介。続いて参加者と質疑応答。さらに、「心に
残る出会い」をテーマにトークと質疑応答を繰り
広げた（パネリストのコメント抜粋はP.30-31）。
　参加者の反応や感想は協議体に関するものが
多く、協議体の意義や運営方法に関心を持つ人
が多いことが窺えた。また、「孤立」など悩みに関
する言葉も多く寄せられた。
　匿名で参加できる形式にしたことについてはお
おむね好感が持たれたようで、今後もこうした交
流の場が必要であることが感じられた。

2021 参加：927名10 12第 回1

SCカフェの動画（YouTube）は下記で視聴いただけます。

第1回
https://youtu.be/

F-In-QrH0Gc

第2回
https://youtu.be/

f7UFaJmTy_s

第3回
https://youtu.be/
MUn94sMHkZM

SCカフェ REPORTSCカフェ REPORT
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皆さん、今日は悩みや
思いを吐き出してね！

アンケートを集計しながら、
皆さんの想いを感じています

本誌で紹介した八王子市とJTBの連携事業（詳細はP.06-20）、スーパーマーケ
ット・トレードショーへの参加（詳細はP.21-26）について担当者が紹介

また、SCアンケートの集計結果報告
も行われた

投げかけられた話題をきっかけに、モデレーターを務めた澤岡詩野・公益財団法人ダイヤ高齢社会研究財団主任研究
員が、パネリストである５名の第２層SCにアトランダムにインタビュー（詳細はP.32-33）

まずは司会の中村 一朗・国際長寿センター室長（元第1 層SC）から、SCより寄せられた悩みなどをもとに話題を提供

澤岡委員

渡邉委員仙波氏辻野委員

2021 参加：366名12 16第 回2

第3回のテーマは、①「超有名企業が某市のSC
になってみた!」　 ②「SCの意見を流通業界の
巨大展示会に展示、新サービスを売り込んでみ
た!」　③「SCアンケートの結果」の３本立て

2022 参加：309名第 回3 3 18
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地域に出向いて、住民と話すこと

（豊明市：人口約７万人、高齢化率 25.9% ）
第１層 SC６年目成田町子

池田町地域福祉プラン（町地域福祉計画・町社協地域福
祉実践計画）策定委員を９名公募。2022年4月より策定作
業に力を入れている

堀ノ内睦町連合地区は「横浜
の下町」と呼ばれるエリア
で、住民同士が「関わり合う」
場づくりを大切にしている

学びの場から通いの場へつなげて
個別支援へ

（北海道池田町：人口約 6,300 人、高齢化率 43.5％）
第 1 層 SC３年間佐藤智彦

住民の思いに寄り添い　
包括・社協・行政とともに
心をひとつに、支え合いの
輪を広げていく

（群馬県高崎市：人口約 37 万人、高齢化率 28.1％）
第 1 層 SC６年目目﨑智恵子

地域資源の開発・創出というけれど
『難易度が高い×緊急度が高い』ものは、
やはり難しいし、壁も大きい
難易度が低く小さな社会資源で
解決できそうなものから
取り組み、それを積み重ねていけばいい

（横浜市南区蒔田連合・堀ノ内睦町連合地区：人口約 2 万人、高齢化率約 27.6％）
第２層 SC４年目大下裕子

とにかくお顔を見にゆくこと
移動は歩きか自転車が基本

（千葉県佐倉市：人口約 17 万 2000 人、高齢化率 32.7％）
第２層 SC２年目鯉渕百合子

第１回SCカフェ報告
SCの活動を支援するべく、2021年度に力を入れたウェブセミナー、

通称「SCカフェ」には予想を超えた反響があった。
パネリストたちの語った、深く、印象的な言葉をここに紹介する。
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新しいつながり、「オンライン」の活用に力を入れている

国東市「地域づくり支え合い活動」
共通ウェブサイト

PART

Ⅲ SCカフェ報告

ひとりの人の生活は
誰かの生活につながっている

（豊明市：人口約７万人、高齢化率 25.9% ）
第１層 SC６年目久保 祥

絵に描いた餅は作らない

（大阪府太子町：人口約１万 3000 人、高齢化率 29.7％）
前第１層 SC（ 2017～2020 ）貝長誉之

①熱意
②仕事だけではなく、人として関わる
③再現性あるノウハウ作成

（長崎県佐世保市：人口約 24 万 7000 人、高齢化率 31.2％）
第１層 SC５年目成冨 努

誰かのつぶやきをつなぎ合わせて
キッカケや仕組みに変えること
つぶやきをキッカケの種だと
思って会話・観察・記憶すること

（福岡県うきは市：人口約 2 万 9000 人、高齢化率 34.9％）
第１層 SC５年目中川史高

どんな状態の人でも
何かできることはある。
少しでも人の役に立てれば
嬉しいはず

（山口県防府市：人口約 11 万 4,600 人、高齢化率 31％）
第１層 SC３年目三輪徹郎

君のセンスがないからだよ（笑）
それを教えてくれる先生は
地域住民だよ

（大分県国東市：人口約２万 7,000 人、高齢化率約 43％）
第１層 SC７年目宮田太一郎

これ以上、地域に何をしろというのか

（山口県防府市：人口約 11 万 4,600 人、高齢化率 31％）
第２層 SC３〜５年目
中川美奈子、杉岡孝子、栗栖明莉、白神五月

SCとして心がけていること

心に残る出会い
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第２回SCカフェ報告

　
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
澤
岡
詩
野
モ

デ
レ
ー
タ
ー
の
問
い
か
け
に
、
地
域
特
性
、
経

験
年
数
、
立
ち
位
置
な
ど
の
異
な
る
５
名
（
表

参
照
）
が
応
え
る
か
た
ち
で
進
め
ら
れ
た
。

　
テ
ー
マ
は
、
Ｓ
Ｃ
カ
フ
ェ
参
加
者
か
ら
数
多

く
寄
せ
ら
れ
た
質
問
の
中
か
ら
、「
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
連
携

の
あ
り
方
」「
自
治
体
の
考
え
る
Ｓ
Ｃ
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
把
握
・
共
有
す
る
方
法
」「
地
元
の

企
業
や
商
店
の
巻
き
込
み
方
」
の
３
項
目
に
絞

り
込
み
、
登
壇
者
に
回
答
を
求
め
た
。

質
問
１　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
で
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
強
化
す
る
役

割
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に
高
齢
者
の
ニ

ー
ズ
を
よ
く
知
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
以
下
、
ケ
ア
マ
ネ
）
と
は

ど
の
よ
う
に
連
携
し
て
い
る
の
か
？

Ｔ
さ
ん　
ケ
ア
会
議
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
、

ケ
ア
マ
ネ
の
あ
げ
て
く
る
課
題
に
対
し
、
知
っ

て
い
る
地
域
資
源
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
ケ
ア
会
議
に
あ
が
っ
て
く
る
人
の

情
報
が
と
て
も
少
な
い
。
ケ
ア
マ
ネ
が
時
間
と

場
所
だ
け
知
り
た
が
る
の
で
、
場
を
知
っ
て
ほ

し
く
て
地
域
に
連
れ
出
し
た
が
、
う
ま
く
伝
わ

っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
も
そ

も
地
域
の
人
た
ち
が
つ
く
っ
て
き
た
場
を
、
勝

手
に
ケ
ア
マ
ネ
や
包
括
に
紹
介
し
て
よ
い
の

か
。
地
域
資
源
を
あ
げ
る
の
は
簡
単
だ
が
、
地

域
や
当
事
者
に
合
っ
た
か
た
ち
で
使
え
る
か
は

別
問
題
で
、
葛
藤
が
あ
る
。

Ｙ
さ
ん　
居
宅
の
ケ
ア
マ
ネ
に
小
ま
め
に
電
話

し
た
り
、
2
カ
月
に
１
回
の
ケ
ア
マ
ネ
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
で
地
域
資
源
を
紹
介
し
た
り
し
て
い

る
。
お
互
い
に
情
報
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
る

ま
で
１
年
半
く
ら
い
か
か
っ
た
。

Ｋ
さ
ん　
包
括
内
は
朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
他

の
事
業
所
の
ケ
ア
マ
ネ
と
も
月
１
回
の
ケ
ア
マ

ネ
サ
ロ
ン
で
話
し
て
い
る
。
ケ
ア
マ
ネ
か
ら
の

相
談
の
ほ
か
、
住
民
か
ら
の
相
談
も
あ
り
、
そ

れ
を
ケ
ア
マ
ネ
に
ふ
っ
た
り
も
し
て
い
る
。
地

域
に
出
か
け
て
い
っ
て
“
よ
く
見
か
け
る
あ
の

人
”
に
な
る
こ
と
が
住
民
の
相
談
を
呼
ん
で
い

る
の
か
も
。
移
動
販
売
の
横
で
の
お
し
ゃ
べ
り

な
ど
も
戦
略
的
に
や
っ
て
い
る
。

Ｙ
Ｔ
さ
ん　
包
括
で
自
分
だ
け
が
地
域
と
の
窓

口
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
な
る
べ
く
共
有
す
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
地
域
を
知
る
工
夫
と
し
て

は
、
忙
し
い
人
の
処
に
い
く
活
動
を
一
緒
に
体

験
さ
せ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

Ｏ
さ
ん　
事
業
所
の
中
で
居
宅
や
包
括
も
あ
る

の
で
情
報
共
有
で
き
て
い
る
。「
ケ
ア
マ
ネ
や

包
括
の
職
員
が
何
を
探
し
て
い
る
の
か
」
を
意

識
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
ケ
ア
マ
ネ
と

の
立
ち
話
の
中
で
「
こ
の
人
と
な
ら
一
緒
に
や

れ
る
」
と
わ
か
る
と
一
気
に
話
が
広
が
る
。

質
問
2　
２
層
Ｓ
Ｃ
と
し
て
、
委
託
先
で
あ
る

自
治
体
か
ら
課
せ
ら
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
把
握

し
た
り
、
知
る
機
会
は
あ
る
の
か
？

Ｔ
さ
ん　
「
あ
れ
や
れ
、
こ
れ
や
っ
て
」
と
は

言
わ
れ
な
か
っ
た
。
押
し
つ
け
が
な
か
っ
た
か

ら
長
く
続
け
て
こ
ら
れ
た
。
迷
い
な
が
ら
も
、

自
分
だ
け
で
右
往
左
往
し
な
が
ら
や
っ
て
き
た
。

Ｙ
さ
ん　
委
託
包
括
４
カ
所
、
直
営
包
括
１
カ

所
で
月
１
回
Ｓ
Ｃ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
あ
り
、
協

議
体
の
方
向
性
を
考
え
た
り
し
て
い
る
。
す
で

に
あ
る
場
に
顔
を
出
し
て
困
り
ご
と
が
見
え
て

き
た
と
き
に
、
２
層
協
議
体
と
位
置
づ
け
て
き

た
。
協
議
体
を
立
ち
上
げ
る
の
は
“
新
し
い
場

を
創
り
出
す
”
こ
と
だ
け
で
は
な
い
と
自
信
が

持
て
た
の
は
、
相
談
で
き
る
先
輩
や
場
が
あ
っ

「２層SCの話を失敗談も含めてもっと深く聞きたい」「ベテランやすごすぎる人ではないSCの話が聞きたい」
など、第１回SCカフェに寄せられた参加者の声に応え、第２回では、各地の２層SC５名を招き、

「ぶっちゃけインタビュー」と称してグループインタビューを行った。試行錯誤しながら奮闘するSCの姿に
共感の輪が広がるとともに、現場での多くの課題も浮き彫りになった。

Ｓ
Ｃ
が
孤
立
し
な
い
た
め
に
、

い
ま
求
め
ら
れ
る
支
援
と
は
?

２
層
S
C
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
見
え
て
き
た
課
題
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た
か
ら
。

Ｋ
さ
ん　
月
１
回
、
役
所
の
担
当
者
と
１
層
・

２
層
の
Ｓ
Ｃ
計
８
名
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
て

い
る
。
常
に
皆
で
小
ま
め
に
意
思
疎
通
、
意
見

交
換
を
し
て
い
く
こ
と
、
担
当
者
が
か
わ
っ
て

も
、
ど
ん
な
か
た
ち
で
や
っ
て
い
く
の
か
を
問

い
か
け
、
話
し
合
う
こ
と
が
大
事
。
協
議
体
を

新
た
に
興
す
の
で
は
な
く
、
地
域
で
多
様
な
人

が
集
う
場
に
Ｓ
Ｃ
が
入
り
込
ん
で
ワ
サ
ワ
サ
す

る
こ
と
を
協
議
体
と
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
い
よ

ね
？　
と
市
の
担
当
に
念
押
し
し
て
い
る
。

Ｙ
Ｔ
さ
ん　
１
層
１
名
、
２
層
3
名
、
市
担
当

者
と
月
2
回
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
る
。
市

と
し
て
“
あ
り
き
”
で
２
層
協
議
体
を
ス
タ
ー

ト
と
し
た
ら
機
能
し
な
か
っ
た
。
市
の
担
当
者

は
Ｓ
Ｃ
と
上
司
の
間
で
板
挟
み
に
な
っ
て
い

た
。
上
を
動
か
す
た
め
の
交
渉
術
、
見
せ
方
な

ど
を
Ｓ
Ｃ
も
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ｏ
さ
ん　
８
名
の
２
層
、
１
層
と
区
の
担
当
係

長
、
必
要
に
応
じ
て
区
の
ほ
か
の
部
署
な
ど
を

交
え
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
る
。
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
で
市
の
担
当
者
と
「
協
議
体
は
数
じ
ゃ

な
い
」「
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
あ
り
方
で
よ

い
」
な
ど
の
方
向
性
を
確
認
し
て
い
る
。

質
問
３　
地
域
の
企
業
や
地
元
の
商
店
な
ど
、

ど
の
よ
う
に
巻
き
込
ん
で
い
る
か
？

け
で
、
移
動
販
売
の
日
に
刺
身
屋
さ
ん
を
オ
ー

プ
ン
さ
せ
て
い
る
団
地
も
あ
る
。

Ｙ
さ
ん　
担
当
エ
リ
ア
に
Ｊ
A
の
移
動
販
売
が

あ
り
、
コ
ロ
ナ
を
機
に
ほ
か
の
圏
域
に
も
つ
な

い
で
い
る
。
集
い
の
場
所
が
減
り
、
共
同
売
店

（
集
落
単
位
で
住
民
同
士
が
出
資
・
運
営
）
な

ど
を
集
い
の
場
に
で
き
な
い
か
と
働
き
か
け
て

い
る
。企
業
の
気
づ
き
を
地
域
に
つ
な
ぐ
こ
と
、

企
業
に
Ｓ
Ｃ
の
動
き
を
伝
え
て
い
く
こ
と
も
大

事
な
役
割
だ
と
思
う
。

Ｋ
さ
ん　
近
く
の
企
業
が
包
括
を
訪
ね
て
く
れ

る
際
に
た
く
さ
ん
話
し
て
ア
イ
デ
ア
を
引
き
出

し
、
お
互
い
に
宿
題
を
持
ち
帰
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
来
て
く
れ
た
人
や
主
体
は
必
ず
次
に
つ

な
げ
る
。
た
だ
、
こ
ち
ら
か
ら
地
域
の
企
業
を

訪
問
す
る
こ
と
に
は
壁
を
感
じ
る
。

Ｙ
Ｔ
さ
ん　
自
分
が
通
っ
て
い
る
美
容
室
な
ど

に
声
を
か
け
て
お
く
と
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ

る
と
教
え
て
く
れ
る
。
ま
た
、
誰
で
も
利
用
で

き
る
座
れ
る
場
所
と
洋
式
ト
イ
レ
の
確
保
が
地

域
資
源
調
査
で
課
題
と
し
て
あ
が
っ
て
き
た
の

を
受
け
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
を
巡
っ
て
、
一
般
の

人
の
利
用
が
Ｏ
Ｋ
か
を
確
認
し
マ
ッ
プ
に
落
と

し
込
ん
で
い
る
。
こ
れ
を
つ
な
が
る
機
会
と
も

考
え
、
役
所
の
名
前
も
入
れ
た
名
刺
を
持
参
し

知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
し
て
い
る
。

Ｏ
さ
ん　
着
任
し
て
す
ぐ
の
ケ
ア
会
議
で
、
地

域
に
つ
な
が
り
を
持
た
な
い
人
で
も
商
店
に
は

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
1
0
0
店

舗
く
ら
い
巡
っ
た
。
お
店
で
、
Ｓ
Ｃ
や
包
括
の

存
在
を
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
壁
に
ぶ
つ
か

っ
た
。
商
店
も
状
況
は
多
様
。
圏
域
に
よ
っ
て

状
況
も
考
え
方
も
違
い
、
区
域
で
動
く
と
い
う

展
開
に
は
な
か
な
か
で
き
な
い
。

　
今
回
、
５
名
の
Ｓ
Ｃ
か
ら
、
専
門
職
や
居
宅

の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
連
携
の
難
し
さ
が
語

ら
れ
た
。
高
齢
当
事
者
の
ニ
ー
ズ
や
住
民
の
想

い
に
寄
り
添
わ
な
い
あ
り
方
に
疑
問
の
声
も
聞

か
れ
た
。
立
ち
話
や
電
話
な
ど
公
的
な
場
以
外

の
機
会
を
有
効
活
用
し
、
意
思
疎
通
を
図
ろ
う

と
す
る
工
夫
も
語
ら
れ
た
が
、
連
絡
し
合
え
る

関
係
性
に
発
展
す
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
る

な
ど
、
や
る
せ
な
さ
や
方
向
性
に
悩
む
２
層
Ｓ

Ｃ
も
少
な
く
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。
圏
域
単

位
・
市
区
町
村
単
位
・「
Ｓ
Ｃ
カ
フ
ェ
」
を
は

じ
め
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
、
Ｓ
Ｃ
自
身
が

孤
立
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
多
様
な
工
夫

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
連
携
に
つ
い
て
は
、
委
託
元
の
行
政
と
の
関

係
の
難
し
さ
が
語
ら
れ
た
。
丁
寧
な
報
告
書
を

単
な
る
業
務
報
告
と
し
て
し
か
見
て
も
ら
え
な

い
、
担
当
者
の
上
司
と
の
壁
、
担
当
者
の
数
年

ご
と
の
異
動
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
場
で
一
つ
ひ

と
つ
小
ま
め
に
確
認
す
る
こ
と
を
徹
底
し
て
い

る
２
層
Ｓ
Ｃ
が
少
な
く
な
い
が
、限
界
も
あ
る
。

　
企
業
や
商
店
に
つ
い
て
は
、
飛
び
込
み
で
訪

問
し
て
も
、「
話
を
聞
い
て
も
ら
え
な
い
」「
せ

め
て
行
政
に
後
方
支
援
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い

う
切
実
な
想
い
が
話
さ
れ
た
。
元
か
ら
福
祉
に

理
解
の
あ
る
企
業
や
地
元
の
商
店
だ
け
で
は
な

く
、
多
様
な
企
業
を
巻
き
込
ん
で
い
く
た
め
に

は
Ｓ
Ｃ
任
せ
に
せ
ず
、
行
政
か
ら
の
働
き
か
け

が
必
須
で
あ
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

　
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
協
力
い
た
だ
い
た

２
層
Ｓ
Ｃ
5
名
は
、
独
自
の
や
り
方
を
確
立
し

た
経
験
豊
富
な
ベ
テ
ラ
ン
と
い
う
よ
り
は
、
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
個
々
の
や
り
方
を
模
索
す
る

中
堅
と
い
え
る
。
経
験
値
だ
け
で
は
な
く
、
共

感
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
や
Ｓ
Ｃ
仲
間
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
専
門
職
な
ど
の
存

在
が
課
題
を
乗
り
越
え
る
力
と
な
っ
て
い
る
こ

と
は
間
違
い
な
さ
そ
う
だ
。
一
方
で
、
全
国
に

は
一
人
で
孤
軍
奮
闘
し
、
方
向
性
が
見
え
な
い

Ｓ
Ｃ
も
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。

　
２
０
１
５
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
Ｓ
Ｃ
の
仕

組
み
で
あ
る
が
、
ベ
テ
ラ
ン
層
の
引
退
、
今
回

の
Ｏ
さ
ん
の
よ
う
に
異
業
種
か
ら
Ｓ
Ｃ
に
な
る

人
も
増
え
て
い
く
中
で
、
地
域
特
性
や
Ｓ
Ｃ
の

あ
り
方
に
よ
っ
て
異
な
る
、
多
様
な
Ｓ
Ｃ
支
援

を
考
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

圏
域
単
位
、市
区
町
村
単
位
、

オ
ン
ラ
イ
ン
…

多
様
な
支
援
が
求
め
ら
れ
る

PART

Ⅲ SCカフェ報告

Tさん：沖縄県豊見城市 市社会福祉
協議会 4年以上 専任
Yさん：沖縄県名護市 社会福祉法
人 3年以上 専任
Kさん：千葉県佐倉市 社会福祉法
人 2年以下 専任
YTさん： 埼玉県東大和市 保健師  
3年以上 包括と兼任
Oさん：横浜市南区 ケアプラザ 3年
以上 専任

活動圏域/所属/SC/経験/立ち位置

■インタビュー対象者の概要

Ｔ
さ
ん　

２
層
協
議
体
を
立
ち
上
げ
た
と
き

に
、
買
い
物
が
課
題
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
コ

ー
プ
に
宣
伝
を
兼
ね
て
来
て
も
ら
い
、
い
ま
は

移
動
販
売
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
れ
が
き
っ
か
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見
え
て
き
た

Ｓ
Ｃ
の
課
題
と
可
能
性

SCアンケート
報告

生活支援体制整備事業をこれまで
以上に推進していくためには、SCの
役割を明確にし、その能力を伸ば
し、最大限発揮してもらうことが重
要だ。その前提として欠かせないの
がSCの実態把握である。そこで本
事業では、SCの活動の現状と現在
の取り組み、活動における困難、研
修状況といったものの現状を知るこ
とを目的に、2021年10月12日〜
10月24日にSC調査（インターネッ
ト調査）を実施した。調査対象は、第
１回SCカフェに事前登録した972名
（現在もSCである者701名／75.6

％、そうでない者226名／24.4％）で、
「SC経験者用」「SC未経験者用」の
２種類の調査票を送付し、協力を求
めた。有効回答数は前者が412、後
者が160、合計572。回答率は61.7
％と非常に高く、関心の高さが窺え
る。27項目に及んだSC経験者への
調査項目から、「日々の活動」「SCと
して行っている活動」「SCの意識」
「困っていること」に関する結果をピ
ックアップして紹介する。

同アンケート調査では、ほかにも「SCカフェの感
想」「参加しているネットワーク会議」などについ
て質問。生活支援コーディネーター応援サイト
「SCカフェ」にアクセスすれば、全調査結果を見
ることができる。

PART

Ⅳ

Ｓ
Ｃ
カ
フ
ェ
参
加
者
対
象
に
実
施

https://ilcjapan.org/
sccaf

「SCアンケート」の
全調査結果はこちら

＊注：この調査は、無作為抽出での全国調査ではなく、SCカフェ登録者が対象＝SCとしての意識が高い人々が対象となっている。そのため、全体の傾向よりも職種の違いや属性
の違いなど変数間の関連に注目して解釈する必要がある。

医療・看護職 ケアマネ
その他介護職

SC経験者全体

SC経験がある人の第1、2層の経験

第１層のみ
経験あり

第２層のみ
経験あり

双方
経験あり

39.0%
19.1%
20.5%

29.2%

51.2%
65.5%

69.2%
58.3%

9.8%
15.5%

10.3%
12.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

第１層のみ
経験あり

第２層のみ
経験あり

双方
経験あり

25.0%

62.6%

12.4％

□ 第1層のみは医療・看護職とその他が
多く、第2層のみはケアマネジャー、介
護職が多い。

□ 双方経験ありの人は職種の違いなし。
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図1　日々の活動図2　SCとして行っている活動

医療・看護職 ケアマネ その他介護職

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①高齢者個人のニーズや困りごとな
ど個人レベルの課題の把握

⑩行政との連携、情報共有

⑯営利企業との連携、情報共有

その他

⑮三師会（医師会、歯科医師会、薬
剤師会）との連携、情報共有

⑭地域包括支援センター等の把握
する利用者の生活課題を地域資
源で解決する支援

⑬地域包括支援センター等から利
用者の生活課題情報を収集

⑫地域包括支援センターやケアマネ
ジャー（以下、地域包括支援センタ 
ー等）に地域資源情報を提供する

⑪地域交流コーディネーター、コミュ
ニティコーディネーター等との連
携、情報共有

⑨地域住民に対する普及、啓発

⑧住民の支援のニーズと地域資源
のマッチング

⑦活動主体間の組織化、連携強化

⑥地域の担い手（ボランティア等）の
活動の場の確保、調整

⑤地域の担い手（ボランティア等）の
発掘、養成

④不足するサービス・支援の創出、
開発

③地域資源の状況把握

②地域全体についての問題など地
域課題の把握

⑨地域資源の活性化・開発
の ため の 企 画 や 実 行 体
制の整備

⑩行政への予算化・ 
事業化への働きかけ

⑪あてはまるものはない

⑥高齢者や家族への 
聞き取り・訪問

⑦活動団体・事業者の 
連絡会の企画

⑧住民・関係機関への 
啓発活動

①地域包括支援センターと
の意見交換・情報連携

②①以外の医療介護 
専門職との意見交換

③市町村職員との意見交換

④地域の活動団体への 
聞き取り・訪問

⑤民間営利企業への 
聞き取り・訪問

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

その他

□ 多くのSCが様々な活動を実施していた。
□ 医療・看護職、ケアマネジャー、介護職の

順で活動率が高かった。
□ 他の専門職や他セクターとの意見交換、行

政への予算化・事業化への働きかけなど
が低かった（②⑤）。

□ 医療・看護職が全体的に幅広い活動を行
っており、活動率も高い。

□ 全体として、地域資源の涵養にかかわる活
動は積極的に行われている（②③）が、他の
セクターとの連携については少ない（⑦⑪
⑮⑯）。
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①この仕事にやりがいを感じている ①活動の目的がわからない

②職場の人々との連帯感をもって 
働いている

②何から取り組めばよいか 
わからない

③地域の人々との連帯感をもって 
働いている

③活動を指導してくれる人が
いない（困ったときに助けて
くれる人がいない）

④取り組みにおいて、一緒に動い
てくれる人がいる（行政職員、協
議体メンバー、地域の人等）

④活動がどう評価されている
かわからない

⑤生活支援コーディネーター同士
でよく対話をしている

⑤活動の評価が量的側面（数
字での評価）に偏っている

⑨新型コロナ感染症によって、地
域 住 民や 関 係 団 体との 対 話で
のICTの利活用が進んだ

⑨とくに困っていることはない

⑥困ったときの相談先がない
⑥よい取り組みをしても、より

広く取り組まれるような政
策化がされない

⑦新型コロナ感染症によって、こ
れまでの活動の意義を感じられ
なくなった

⑦取り組みたいことに、所属
する組織、法人の理解が得
られない

⑧新型コロナ感染症によって、新
しい取り組みを行うようになった

⑧先進事例を知る機会がな
い、情報がない

図4　SCの意識 図3　SCとして困っている点

□ やりがいや職場や地域との連帯感など、
SCとしての活動の意義を感じているかとい
った項目については肯定的な回答が40 ～
60%であり（①〜⑤）、充実しているSCとそ
うでないSCが分化している可能性がある。

□ 「一緒に活動してくれる人がいる」と感じて
いる比率は、医療・看護職がやや高い。（④）

⑩現在、生活支援コーディネータ 
ーではない その他

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

医療・看護職 ケアマネ その他介護職

□ 「とくに困っていることはない」は全体で
6.3%。（⑨）

□ 「活動がどう評価されているかわからない」
が最も高く43.5％（④）。「指導してくれる人
がいない」も多い（③）。

□ 「何から取り組めばよいかわからない」は 
職種間の違いが大きい。とくに介護職は
51.3%が選択（②）。
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PART

Ⅳ SCアンケート報告

　
「
第
１
回
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
調

査
」
で
は
、
Ｓ
Ｃ
カ
フ
ェ
参
加
登
録
者
を
対
象

と
し
て
、
Ｓ
Ｃ
の
活
動
の
現
状
と
現
在
の
取
り

組
み
、
活
動
に
お
け
る
困
難
、
研
修
状
況
な
ど

の
現
状
把
握
に
努
め
た
。

　
そ
の
結
果
、
図
１
、
図
2
（
P
．35
）
に
示

さ
れ
た
よ
う
に
、
Ｓ
Ｃ
は
幅
広
い
活
動
を
実
施

し
て
い
た
。
た
だ
し
、
そ
の
活
動
の
多
く
は
、

地
域
資
源
の
涵
養
に
か
か
わ
る
も
の
、
す
な
わ

ち
地
域
社
会
と
の
関
係
に
の
み
重
点
を
置
い
た

も
の
で
あ
り
、
三
師
会
や
商
工
会
、
民
間
企
業
、

N
P
O
な
ど
ほ
か
の
セ
ク
タ
ー
と
の
協
働
は
ま

だ
ま
だ
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
今
後
、
し
っ
か
り
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
第
1
層
Ｓ
Ｃ
と
し
て
の
経
験
が
あ
る

か
、
第
2
層
Ｓ
Ｃ
の
み
か
、
さ
ら
に
保
有
す
る

職
種
の
違
い
な
ど
の
Ｓ
Ｃ
の
背
景
に
よ
っ
て
も

活
動
や
意
識
は
異
な
っ
て
い
た
。

　
Ｓ
Ｃ
の
活
動
に
は
明
確
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な

く
、
個
々
人
が
自
身
の
経
験
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
か
し
な
が
ら
、
地
域
状
況
な
ど
を
踏
ま
え

て
地
域
資
源
を
発
掘
し
、
育
て
、
生
活
支
援
体

制
整
備
の
た
め
の
仕
組
み
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
、
維
持
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
と
き
、
保
有
資
格
な
ど
Ｓ
Ｃ
の
背
景
に

よ
っ
て
活
動
の
あ
り
方
が
違
っ
て
い
る
の
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
状
況
や
課
題
に
応
じ
て
適

切
な
Ｓ
Ｃ
を
採
用
し
て
お
り
、
結
果
と
し
て
活

動
が
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
可
能
性
は
あ
る
。

し
か
し
同
時
に
、
Ｓ
Ｃ
に
よ
る
違
い
が
あ
ま
り

に
も
大
き
い
と
、
そ
れ
は
果
た
し
て
同
一
の
職

務
を
行
っ
て
い
る
と
い
え
る
の
か
、
と
い
う
疑

問
が
沸
く
の
も
事
実
で
あ
る
。

　
Ｓ
Ｃ
の
誰
も
が
共
有
す
る
べ
き
点
と
、
異
な

っ
て
こ
そ
意
味
が
あ
る
点
を
、
ど
の
よ
う
に
整

理
す
る
か
。
ま
た
、
Ｓ
Ｃ
個
々
人
の
能
力
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
伸
ば
し
な
が
ら
、
多
様
な
活
動

を
ど
う
支
援
し
て
い
く
か
が
、
今
後
の
大
き
な

課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
第
１
回
Ｓ
Ｃ
カ
フ
ェ
参
加
登
録
者
９
２
７
名

を
対
象
に
行
っ
た
実
態
調
査
に
引
き
続
き
、
こ

れ
に
第
２
回
Ｓ
Ｃ
カ
フ
ェ
新
規
登
録
者
78
名
を

加
え
た
１
０
０
５
名
を
対
象
に
、
第
２
回
Ｓ
Ｃ

カ
フ
ェ
に
対
す
る
感
想
や
、
Ｓ
Ｃ
応
援
サ
イ
ト

の
利
用
状
況
な
ど
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

調
査
を
行
っ
た
。

　
今
回
は
Ｓ
Ｃ
経
験
な
ど
を
問
わ
ず
、
全
員
に

同
じ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
配
布
し
、
協
力

を
求
め
た
。
第
２
回
Ｓ
Ｃ
カ
フ
ェ
に
参
加
し
た

の
は
１
０
０
５
名
中
３
５
８
名
。
こ
の
う
ち
１

９
４
名
（
う
ち
Ｓ
Ｃ
経
験
者
１
６
７
名
、
Ｓ
Ｃ

未
経
験
者
27
名
）
か
ら
回
答
が
あ
り
、
回
答
率

は
54
・
２
％
と
前
回
に
続
き
高
か
っ
た
。

　
第
２
回
Ｓ
Ｃ
カ
フ
ェ
は
、「
話
題
提
供
」「
ぶ

っ
ち
ゃ
け
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
の
二
部
構
成
だ
っ

た
が（
詳
細
は
P
．29
、32
参
照
）、「
話
題
提
供
」

に
対
し
て
は
、
満
足
し
た
割
合
が
８
割
を
超
え

て
お
り
、不
満
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

保
有
資
格
や
所
属
別
に
見
る
と
、「
満
足
し
た
」

比
率
は
「
そ
の
他
」（
行
政
関
係
者
が
多
い
）

で
高
く
、「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
比
率
は
、「
医

療
・
看
護
職
」
で
高
か
っ
た
。

　
「
ぶ
っ
ち
ゃ
け
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
に
つ
い
て

は
、「
や
や
満
足
し
た
」
の
比
率
が
高
く
、
Ｓ

Ｃ
経
験
者
の
中
に
わ
ず
か
に
「
不
満
」
が
見
ら

れ
た
。
ま
た
、「
話
題
提
供
」
と
同
様
に
、「
満

足
し
た
」
比
率
は
「
そ
の
他
」
で
高
く
、「
ど

ち
ら
で
も
な
い
」比
率
は
、「
医
療
・
看
護
職
」

で
高
か
っ
た
。

　
な
お
、「
医
療
・
看
護
職
」
の
13
・
０
％
が

「
不
満
が
あ
る
」「
や
や
不
満
が
あ
る
」
と
回
答

し
て
お
り
、
今
後
は
こ
の
層
の
満
足
度
を
高
め

る
工
夫
が
必
要
だ
ろ
う
。

　
Ｓ
Ｃ
応
援
サ
イ
ト
の
閲
覧
に
関
し
て
は
、
Ｓ

Ｃ
経
験
者
の
76
・
５
％
、
Ｓ
Ｃ
未
経
験
者
の

88
・
５
％
が
「
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
回
答
し

た
。
た
だ
し
、
投
稿
経
験
者
は
一
部
に
と
ど
ま

る
た
め
、
よ
り
投
稿
し
や
す
い
仕
組
み
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
る
。

三
師
会
、商
工
会
、

民
間
企
業
、N
P
O
な
ど

多
様
な
セ
ク
タ
ー
と
の
協
働
が
課
題

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
な
い
か
ら
こ
そ

活
動
内
容
の
整
理
が
不
可
欠

Ｓ
Ｃ
カ
フ
ェ
参
加
者
の
満
足
度
は
上
々

応
援
サ
イ
ト
の
活
用
に
も
期
待

成蹊大学文学部 現代社会学科教授渡邉大輔

求められる個々人の能力開発と
多様な活動への支援

SCカフェ結論
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2

1

3

産官学勉強会
報告

民
間
と
自
治
体
の

円
滑
な
連
携
を
目
指
し
て

お
互
い
を
理
解
し
示
唆
を
得
る

虚弱な高齢者が住み慣れた街で自分
らしく生活し続けられるよう、国をあげ
て進められている地域包括ケアシス
テムの構築。その実現のためには、フ
ォーマルサービスだけでなく、各種産
業や民間企業も含めた多様な自立支
援サービスが不可欠である。自治体と
民間が連携し、実のある支援体制をつ
くる第一歩は、何よりもお互いを理解
すること。そして、地域課題解決という

共通の目標に向かって、有意義なかた
ちで協働していくことが 求められる。
本調査研究事業では、こうしたことに
積極的な企業、先進自治体、専門家を
招 いて、「産 官 学 勉 強 会」を重ねた。

「講演」と「意見交換会」の２部構成、ハ
イブリッド方式で実施した、全３回の
内容を報告する。

123 「産官学勉強会」の告知リーフレット 4 第1
回「学の巻」 5 第2回「官の巻」 6 第3回「産の巻」
の様子

PART

Ⅴ

4

5

6
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本人の選択と本人・家族の心構え

介護予防・生活支援

産
が
5
0
0
兆
〜
6
0
0
兆
円
で
、
1
0
0

兆
円
ほ
ど
は
認
知
症
の
人
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ

て
い
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
う
ま
く

使
え
れ
ば
保
険
外
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
も
広
が
る

可
能
性
が
あ
る
。「
お
金
を
持
ち
な
が
ら
老
い
、

判
断
能
力
が
低
下
し
て
い
く
と
い
う
歴
史
上
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
社
会
」
に
お
い
て
、
認
知

機
能
の
低
下
し
た
人
の
資
産
を
消
費
に
転
換
す

る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
、
そ
れ
を
代
行
す
る

人
が
い
な
い
の
は
大
き
な
問
題
だ
。

　
資
産
を
使
え
る
仕
組
み
の
構
築
に
向
け
た
研

究
、
好
事
例
の
蓄
積
が
重
要
で
あ
る
。

　
私
は
日
頃
、「
認
知
機
能
が
衰
え
た
高
齢
者

が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
日
本
経
済
は
ど
の
よ
う

な
影
響
を
受
け
る
か
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
研

究
し
て
い
る
。「
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
ジ
ェ
ロ
ン

ト
ロ
ジ
ー
と
は
、
高
齢
高
資
産
家
に
限
ら
ず
、

認
知
機
能
が
衰
え
金
融
資
産
の
管
理
が
難
し
く

な
っ
て
き
た
人
々
を
中
心
に
、
よ
り
多
く
の
国

民
の
た
め
に
役
立
つ
研
究
だ
と
理
解
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
人
間
は
高
齢
に
な
る
と
自
信
過
剰
に

陥
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の

は
そ
の
こ
と
自
体
で
は
な
く
、
自
分
が
自
信
過

剰
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
な
い
と
い
う

意
味
で
の
認
知
機
能
低
下
で
あ
る
。
正
常
加
齢

に
お
い
て
も
こ
う
し
た
認
知
機
能
低
下
は
起
こ

る
。
ま
た
、
行
動
経
済
学
の
研
究
に
よ
り
、
人

間
と
は
、
そ
の
と
き
の
条
件
や
過
去
の
経
験
に

よ
っ
て
判
断
に
ブ
レ
が
生
じ
る
こ
と
、
高
齢
に

な
る
ほ
ど
過
去
の
経
験
に
依
存
し
て
判
断
す
る

傾
向
が
強
く
な
る
こ
と
な
ど
が
わ
か
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
視
点
で
私
た
ち
の
生
活
環
境
を
眺

め
て
み
る
と
、
目
薬
に
よ
く
使
わ
れ
る
タ
イ
プ

の
小
ビ
ン
に
入
っ
た
下
剤
、
地
域
の
大
病
院
と

は
大
通
り
を
挟
ん
で
反
対
側
、
横
断
歩
道
か
ら

も
遠
く
離
れ
た
バ
ス
停
な
ど
、
誤
解
や
危
険
を

生
み
や
す
い
商
品
や
状
況
な
ど
が
溢
れ
て
い

る
。
65
歳
以
上
が
40
％
以
上
、
75
歳
以
上
が
25

％
以
上
を
占
め
る
よ
う
な
社
会
に
向
か
っ
て
い

く
と
き
に
、
社
会
の
仕
組
み
や
デ
ザ
イ
ン
が
、

加
齢
に
よ
る
人
々
の
認
知
機
能
の
変
化
を
意
識

し
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。

　
買
い
物
難
民
に
つ
い
て
も
、
認
知
機
能
低
下

の
観
点
が
必
要
だ
。
近
年
、
物
理
的
な
解
決
策

は
講
じ
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、“
認
知
上
の
買

い
物
難
民
”、
た
と
え
ば
、
買
い
物
に
来
て
何

を
買
う
か
わ
か
ら
な
く
な
る
、
短
期
間
に
同
じ

も
の
を
何
度
も
買
う
な
ど
、
ス
ー
パ
ー
に
は
た

ど
り
着
け
る
が
適
切
な
買
い
物
が
で
き
な
い
と

い
っ
た
人
が
い
る
。
ま
た
、
無
人
レ
ジ
が
使
え

ず
有
人
レ
ジ
に
列
を
つ
く
る
高
齢
者
な
ど
を
ど

う
す
る
か
。
ほ
か
に
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
っ
て
チ
ケ
ッ
ト
売
り
場

の
無
人
化
を
進
め
る
鉄
道
会
社
、
認
知
症
の
人

が
一
人
で
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
込
む
こ
と
を
想
定

し
な
い
タ
ク
シ
ー
会
社
、
住
民
の
認
知
機
能
が

十
全
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
運
営
さ
れ
て
い
る

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
な
ど
課
題
は
多
い
。

　
認
知
症
の
人
へ
の
対
策
は
す
で
に
官
民
と
も

に
講
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
軽
度
認
知
障
害
か
ら

正
常
加
齢
の
間
に
お
い
て
も
で
き
な
い
こ
と
や

誤
り
が
増
え
て
く
る
。
そ
う
い
う
人
を
狙
っ
た

商
売
も
少
な
く
な
い
。
契
約
す
る
の
は
簡
単
だ

が
解
約
方
法
は
非
常
に
複
雑
な
、
い
わ
ゆ
る
ダ

ー
ク
ウ
ェ
ブ
の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
許
さ
れ
て

よ
い
の
か
。
こ
う
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
が
横
行
す
れ

ば
高
齢
者
は
怖
く
て
買
い
物
が
で
き
な
く
な
り
、

お
金
が
動
か
な
く
な
る
。
認
知
機
能
が
低
下
し

て
も
お
金
を
動
か
せ
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　
今
後
は
、「
年
金
を
40
年
払
っ
て
30
年
受
け

取
る
時
代
」
が
く
る
。
公
的
年
金
制
度
は
今
の

ま
ま
は
維
持
で
き
な
い
。
人
生
の
ゴ
ー
ル
が
延

び
る
分
、
資
産
の
取
り
崩
し
や
リ
タ
イ
ア
の
タ

イ
ミ
ン
グ
を
遅
ら
せ
、
取
り
崩
し
も
資
産
運
用

し
な
が
ら
行
っ
て
い
く
。
し
か
し
、
認
知
機
能
が

低
下
す
る
中
で
、
家
を
売
る
、
老
人
ホ
ー
ム
に
入

る
な
ど
、
難
し
く
不
確
実
性
の
高
い
判
断
を
求

め
ら
れ
る
。高
齢
者
に
関
す
る
今
後
の
課
題
は
、

量
的
問
題
と
と
も
に
質
的
問
題
だ
。
資
産
の
運

用
能
力
が
低
下
す
る
と
い
う
リ
ス
ク
を
考
え
る

と
、
75
歳
ま
で
は
自
分
の
金
融
資
産
を
取
り
崩

し
な
が
ら
使
い
、
繰
り
下
げ
受
給
で
年
金
を

1
・
84
倍
に
膨
ら
ま
せ
て
、
75
歳
か
ら
生
涯
受

け
取
る
と
い
う
判
断
が
最
も
合
理
的
だ
ろ
う
。

　
問
題
は
お
金
を
ど
う
使
う
か
で
、
在
宅
で
介

護
保
険
外
サ
ー
ビ
ス
を
使
う
場
合
も
、
認
知
機

能
の
低
下
し
た
本
人
の
代
わ
り
に
誰
か
が
契
約

し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
日
本
で
は
現
在
、
75
歳
以
上
が
持
つ
金
融
資

地域包括ケアの植木鉢モデル
に、「資産」と書かれたジョウ
ロを加えた図。ジョウロが詰ま
る（認知機能が低下する）と資
産が使えず、サービス利用も
進まないことなどを示している

学
の
巻

第1回

慶應義塾大学教授

駒村康平先生

心身の機能が低下しても
住み続ける地域づくりに向けた
民間と自治体の連携について

保健・
福祉

医療・
介護

介護・
リハビリ

テーション

すまいと
すまい方

資産
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例
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
と
き
本
人
が
使

っ
た
経
路
を
私
自
身
が
撮
影
し
な
が
ら
検
証

し
、
確
か
に
わ
か
り
に
く
い
こ
と
を
確
認
し
た

う
え
で
、
郵
便
局
側
に
掛
け
合
い
、
状
況
を
説

明
。
担
当
者
が
本
社
に
相
談
し
て
く
れ
て
、
半

年
後
に
郵
便
マ
ー
ク
の
表
示
が
実
現
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
認
知
症
の
人
の
声
に
応
え
て
い

く
と
、
い
つ
の
間
に
か
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
が
実
現
し
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
に

近
づ
い
て
い
く
。
今
後
も
認
知
症
施
策
は
本
人

抜
き
に
は
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
和
歌
山
県
御
坊
市
は
、
紀
伊
半
島
海
岸
部
の

ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
人
口
約
２
万
２
０
０
０
人
の

小
さ
な
自
治
体
で
、
毎
年
人
口
減
少
し
な
が
ら

高
齢
者
は
微
増
し
て
い
る
典
型
的
な
少
子
高
齢

化
の
状
況
に
あ
る
。
私
は
こ
こ
で
認
知
症
施
策

を
担
当
し
、
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
と
し
て

も
活
動
し
て
い
る
。

　

御
坊
市
の
認
知
症
施
策
へ
の
考
え
方
は
、

「
本
人
視
点
の
重
視
」
が
基
本
で
あ
る
。
本
人

視
点
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け

は
、
御
坊
市
全
体
の
取
り
組
み
と
し
て
２
０
１

６
年
に
始
ま
っ
た
「
御
坊
総
活
躍
の
ま
ち
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ
。
こ
の
取
り
組
み
を
進

め
る
中
で
、
認
知
症
の
人
や
高
齢
者
、
障
害
の

あ
る
方
々
も
活
躍
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
本
人
視
点
が
不
可
欠
と
考
え
た
。

　
そ
の
後
、
施
策
の
内
容
が
変
化
し
て
も
“
本

人
視
点
重
視
”
の
姿
勢
は
変
わ
ら
な
い
よ
う
、

理
念
条
例
と
し
て
、
２
０
１
９
年
４
月
に
「
御

坊
市
認
知
症
の
人
と
と
も
に
築
く
総
活
躍
の
ま

ち
条
例
」（
以
下
、
条
例
）
を
施
行
し
た
。
条

例
が
「
や
っ
て
あ
げ
る
」
と
い
う
行
政
側
の
視

点
に
偏
ら
な
い
よ
う
に
、
条
例
制
定
の
た
め
の

会
議
に
は
認
知
症
の
人
に
も
参
加
し
て
も
ら

い
、
本
人
た
ち
の
意
見
を
取
り
入
れ
条
文
を
作

成
し
た
。
条
例
の
名
前
に
“
認
知
症
の
人
に
や

さ
し
い
”
と
い
っ
た
言
葉
を
使
わ
な
か
っ
た
の

も
、
本
人
た
ち
の
、「
や
さ
し
い
と
言
わ
れ
る
と

支
援
さ
れ
る
一
方
の
よ
う
な
気
が
す
る
」
と
い

う
声
を
反
映
し
て
の
こ
と
だ
。
こ
の
条
例
の
基

本
理
念
は
、
①
自
分
ら
し
く
、
②
い
つ
ま
で
も

挑
戦
、
③
そ
れ
ぞ
れ
が
活
躍
、
の
三
つ
で
、
認

知
症
の
人
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
、

こ
れ
ら
に
基
づ
き
、
市
全
体
で
推
進
し
て
い
る
。

　
条
例
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
認
知
症
の
人

の
役
割
を
明
記
し
て
い
る
点
が
あ
る
。
こ
れ
も

本
人
た
ち
の
希
望
で
あ
り
、「
自
ら
の
希
望
、

思
い
及
び
気
づ
い
た
こ
と
を
身
近
な
人
、
市
、

関
係
機
関
等
に
発
信
す
る
」「
自
ら
の
意
思
に

よ
り
社
会
参
加
及
び
社
会
参
画
す
る
」
を
、
そ

の
役
割
と
し
て
い
る
。
こ
の
条
文
を
読
ん
だ
と

き
、
本
人
た
ち
か
ら
、「
私
た
ち
が
言
っ
て
い

い
ん
だ
ね
。
な
ん
か
、
い
ろ
い
ろ
と
や
り
た
い

こ
と
が
出
て
く
る
よ
」
と
い
う
言
葉
が
聞
け
た

の
は
印
象
的
だ
っ
た
。
こ
こ
で
言
う
「
発
信
」

と
は
、
講
演
会
な
ど
で
話
す
と
い
っ
た
こ
と
で

は
な
く
、
日
常
的
に
伝
え
る
こ
と
。
ま
た
、
社

会
参
加
・
参
画
も
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
普

通
に
社
会
の
中
で
暮
ら
す
こ
と
こ
そ
社
会
へ
の

参
加
、
参
画
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
条
例
で
は
、
事
業
者
の
役
割
に
つ
い
て
も
、

「
認
知
症
の
人
が
働
く
こ
と
へ
の
配
慮
」「
従
業

員
に
対
す
る
教
育
」
な
ど
と
明
記
し
て
い
る
。

中
で
も
最
も
重
視
し
て
い
る
の
が
、「
認
知
症

の
人
が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
を
安
心
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
環
境
の
整
備
に
努
め
る
」
と

い
う
部
分
だ
。
環
境
の
整
備
は
、
本
人
の
思
い

を
抜
き
に
し
て
は
難
し
い
。
こ
の
、
事
業
者
の

役
割
が
あ
っ
て
こ
そ
、
認
知
症
の
人
、
ひ
い
て

は
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
に
な
る
の
だ
と
思
う
。

　
条
例
の
三
つ
の
基
本
理
念
を
具
現
化
す
る
た

め
に
は
さ
ら
に
く
わ
し
い
計
画
が
必
要
と
考

え
、
２
０
２
１
年
度
か
ら
、「
認
知
症
施
策
推

進
基
本
計
画
」が
３
年
計
画
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

こ
れ
に
は
「
７
つ
の
指
針
」
が
あ
り
、
そ
の
第

一
に
、「
認
知
症
・
認
知
症
の
人
へ
の
先
入
観

の
払
拭
」
を
掲
げ
た
（
図
参
照
）。
こ
れ
も
、

当
事
者
と
し
て
発
信
を
続
け
る
方
か
ら
言
わ
れ

た
、“
バ
リ
ア
は
人
”
と
い
う
言
葉
を
意
識
し

た
も
の
だ
。

　
御
坊
市
で
は
、
本
人
か
ら
発
信
さ
れ
た
日
常

的
な
行
動
や
言
葉
を
起
点
と
し
た
地
域
づ
く
り

の
具
体
例
が
、す
で
に
複
数
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、「
い
つ
も
利
用
し
て
い
る
郵
便
局

が
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
認
知
症
の
人
か
ら
の

S
O
S
を
起
点
に
検
証
や
交
渉
を
重
ね
、
郵
便

局
の
外
壁
に
大
き
な
郵
便
マ
ー
ク
が
つ
い
た

図　認知症施策推進基本計画 ７つの指針

官
の
巻

第2 回

和歌山県御坊市市民福祉部
介護福祉課地域支援係係長

谷口泰之氏

認知症の人の視点から考える
バリアフリー
本人視点の条例理念からの取り組み

1

2

3

4

5

6

7

認知症・認知症の人への先入観の払拭

認知症の人を起点とした地域協働による「よりよい暮らし」の実現

認知症の人にとっての暮らしやすさの向上（さまざまなバリアの解消）

地域ぐるみの暮らしの支え合いの質の確保と向上

アクションプラン実施のためのフォーメーションづくり

市民にわかりやすい情報発信

柔軟な評価と実践
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Ⅴ 産官学勉強会報告

さ
や
望
み
を
代
弁
す
る
存
在
が
必
要
だ
。

　
さ
ら
に
近
年
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
か
ら
民

間
企
業
と
一
緒
に
や
る
必
要
性
に
気
づ
い
た
。

こ
の
観
点
か
ら
企
業
と
市
が
一
緒
に
つ
く
り
上

げ
た
サ
ー
ビ
ス
に
、
乗
合
送
迎
サ
ー
ビ
ス
「
チ

ョ
イ
ソ
コ
」
が
あ
る
。
利
用
者
の
運
賃
と
、
送

迎
先
の
施
設
や
店
舗
の
協
賛
金
で
運
営
す
る
も

の
で
、
今
で
は
全
国
23
以
上
の
自
治
体
で
「
チ

ョ
イ
ソ
コ
」
が
稼
働
し
て
い
る
。

　
高
齢
社
会
に
お
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
解
決
さ

れ
て
い
な
い
課
題
が
た
く
さ
ん
あ
る
。“
超
高

齢
社
会
に
向
け
新
た
な
価
値
を
創
造
し
、
ほ
し

い
未
来
を
創
る
”
た
め
に
は
、
企
業
を
含
め
た

社
会
資
源
と
生
活
者
を
結
ぶ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
（
図
参
照
）。

　
私
は
９
年
間
在
籍
し
た
高
齢
部
局
で
「
豊
明

モ
デ
ル
」
に
取
り
組
み
始
め
、
今
年
度
か
ら
在

籍
す
る
「
市
民
協
働
課
」
で
も
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
。「
豊
明
モ
デ
ル
」
は
、
長
寿
、

介
護
と
い
っ
た
世
界
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

現
在
は
市
全
体
の
施
策
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　
豊
明
市
に
は
、
昭
和
40
年
代
に
つ
く
ら
れ
た

Ｕ
Ｒ
団
地
が
55
棟
あ
り
、
団
地
の
発
展
と
と
も

に
成
長
し
て
き
た
。
典
型
的
な
人
口
構
成
が
見

ら
れ
、
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
施
設
中
心
。

市
民
の
意
識
も
大
病
院
指
向
、
施
設
指
向
が
根

強
い
地
域
と
い
え
る
。

　
そ
ん
な
中
、
６
年
前
か
ら
、「
ふ
つ
う
に
暮

ら
せ
る
し
あ
わ
せ
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

掲
げ
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
足
り
な
い
も

の
は
探
し
、
な
け
れ
ば
一
緒
に
つ
く
り
出
す
こ

と
を
地
域
包
括
ケ
ア
の
理
念
と
し
て
い
る
。
医

療
・
介
護
を
受
け
る
と
い
う
非
日
常
の
状
態
に

あ
る
高
齢
者
に
、
で
き
る
だ
け
日
常
（
以
前
の

暮
ら
し
）
を
取
り
戻
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
中
心
に
な
っ
て
い
る

の
が
「
多
職
種
合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
だ
。

制
度
上
は
地
域
ケ
ア
会
議
だ
が
、
民
間
企
業
で

い
え
ば
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
ペ
ル
ソ
ナ
、
ユ
ー

ザ
ー
理
解
と
な
る
。一
人
の
高
齢
者
に
つ
い
て
、

そ
の
人
の
家
族
、
住
宅
環
境
、
抱
え
て
い
る
病

気
や
痛
み
、
ど
う
す
れ
ば
望
む
暮
ら
し
を
実
現

で
き
る
か
な
ど
を
、
集
ま
っ
た
全
員
で
考
え
る
。

オ
ー
プ
ン
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
形
式
、
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
型
、「
生
活
モ
デ
ル
」
に
基
づ
く
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
三
つ
の
グ
ラ
ン
ド
ル
ー
ル
と
し
、

こ
れ
ま
で
の
６
年
間
の
取
り
組
み
で
約
５
０
０

件
を
検
討
し
て
き
た
。
事
例
の
共
有
を
重
ね
る

こ
と
で
高
齢
者
全
体
へ
の
理
解
が
進
み
、
生
活

ニ
ー
ズ
が
わ
か
り
、
そ
れ
ま
で
見
え
て
い
な
か

っ
た「
資
源
」
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
た
と
え
ば
、
市
内
に
三
つ
あ
る
生
活
共
同
組

合
と
市
が
協
力
し
て
つ
く
っ
た
「
お
た
が
い
さ

ま
セ
ン
タ
ー
「
ち
ゃ
っ
と
」
は
、
生
活
の
ち
ょ

っ
と
し
た
困
り
ご
と
を
住
民
が
手
助
け
す
る
互

助
活
動
を
、
生
活
協
同
組
合
を
核
と
し
た
マ
ッ

チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
し
て
運
営
し
て
い
る
。
要

支
援
者
に
よ
る
ヘ
ル
パ
ー
利
用
件
数
よ
り
も
は

る
か
に
多
い
利
用
者
が
い
る
の
が
特
徴
だ
。

「
送
迎
バ
ス
の
あ
る
民
間
施
設
は
高
齢
者
の
通

い
の
場
に
な
り
え
る
」
と
考
え
た
市
か
ら
、
民

間
の
ス
ー
パ
ー
銭
湯
に
協
力
を
申
し
入
れ
、
高

齢
者
の
利
用
率
が
ア
ッ
プ
し
た
例
も
あ
る
。
ま

た
、
団
地
で
暮
ら
す
高
齢
者
に
「
ス
ー
パ
ー
で

買
っ
た
商
品
を
持
っ
て
階
段
を
昇
る
こ
と
が
で

き
な
い
」
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
を
把
握

し
た
市
が
生
活
協
同
組
合
に
話
を
持
ち
か
け
、

店
舗
で
買
っ
た
商
品
を
そ
の
日
の
う
ち
に
無
料

で
配
達
し
て
く
れ
る
「
ふ
れ
あ
い
便
」
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
り
も
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
進
め
る
中
で
、
市
は

民
間
企
業
と
の
協
働
の
仕
方
を
身
に
つ
け
た
。

今
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
民
間
企
業
に
個
々
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
、
高
齢
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
を

支
援
し
つ
つ
、
企
業
側
の
希
望
に
応
じ
て
協
定

締
結
し
て
活
用
促
進
を
促
す
こ
と
で
、
民
間
サ

ー
ビ
ス
の
発
展
・
定
着
を
実
現
し
て
い
る
。

　
市
で
は
、
民
間
企
業
と
の
協
力
の
成
果
を
経

時
的
に
把
握
し
て
お
り
、
確
実
に
成
果
を
あ
げ

て
い
る
。
企
業
と
の
連
携
に
際
し
て
は
、
豊
明

市
の
目
指
す
公
的
保
険
外
サ
ー
ビ
ス
（
民
間
サ

ー
ビ
ス
）
は
、
地
域
課
題
へ
の
貢
献
度
、
事
業

利
益
・
企
業
価
値
と
も
に
高
い
領
域
で
あ
る
こ

と
を
最
初
に
示
す
。
こ
れ
は
、
市
が
民
間
企
業

の
事
業
そ
の
も
の
を
応
援
し
て
い
く
こ
と
で
も

あ
り
、
非
常
に
新
し
い
と
思
う
。

　
民
間
サ
ー
ビ
ス
活
用
に
お
け
る
難
し
さ
と
し

て
は
、
第
一
に
、「
民
間
企
業
が
高
齢
者
の
実

像
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
」
が
あ
る
。
た
と

え
ば
広
告
の
文
字
が
小
さ
い
、手
続
き
が
面
倒
、

ち
ょ
っ
と
し
た
声
か
け
が
で
き
て
い
な
い
な
ど

の
課
題
が
あ
る
。
第
二
は
、「
伝
え
方
が
高
齢

者
に
刺
さ
ら
な
い
こ
と
」。
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
使
う
と
自
分
た
ち
の
暮

ら
し
が
ど
う
豊
か
に
な
る
の
か
ま
で
伝
え
な
い

と
理
解
さ
れ
な
い
。
こ
れ
ら
を
解
決
し
て
高
齢

者
の
暮
ら
し
を
支
え
る
資
源
を
充
実
さ
せ
る
た

め
に
は
、
本
人
の
感
じ
て
い
る
暮
ら
し
の
困
難

コミュニティ

技術提供・情報

参加・技術提供 新たな市場の創出・拡大

企業等
商
品
企
画

製
造

販
売

生
活
者

代
弁
者

協
力
者

課題の発見
価値の共創

参加

参加

企業・行政・大学・
医療介護事業者・コミュニティ

図　豊明市と協定企業等のオープンイノベーション・プラットフォーム

愛知県豊明市
市民生活部
市民協働課課長

松本小牧氏

産官学等多様な主体の協働による
地域包括ケア『豊明モデル』

普通に暮らせるしあわせを
どう守り支えるか
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日
本
の
高
齢
化
を
示
す
デ
ー
タ
を
見
る
と
、

現
在
の
85
〜
89
歳
の
死
亡
率
は
、
1
9
7
0
年

頃
の
75
歳
に
匹
敵
す
る
。
こ
れ
は
、
い
ま
の
高

齢
者
が
若
く
、
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
で
あ
る
こ
と

を
意
味
す
る
。
人
生
1
0
0
年
時
代
の
主
な
問

題
点
は
、「
95
歳
以
上
に
占
め
る
認
知
症
の
人

の
割
合
が
女
性
で
４
人
に
３
人
、
男
性
で
約
半

数
と
高
率
で
あ
る
こ
と
」「
単
身
世
帯
が
す
で

に
総
世
帯
数
の
３
分
の
１
を
超
え
、
今
後
さ
ら

に
増
え
る
こ
と
」
な
ど
で
あ
る
。

　
信
託
（
自
分
の
財
産
を
信
頼
で
き
る
人
に
託

す
）
に
よ
り
生
ま
れ
る
機
能
と
し
て
は
、「
時
間

転
換
」「
能
力
転
換
」「
資
産
転
換
」
の
三
つ
の

転
換
機
能
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、「
認
知
症
に
な

っ
て
も
、
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
も
、
そ
の
方

　
三
井
住
友
信
託
銀
行
は
商
事
信
託
を
メ
イ
ン

事
業
と
し
つ
つ
民
事
信
託
に
も
取
り
組
ん
で
お

り
、
今
日
は
後
者
を
中
心
に
紹
介
し
た
い
。
高

齢
に
な
る
と
、
誰
か
に
何
か
を
任
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
る
が
、
何
を
、
誰
に
、
い
つ
任
せ

る
か
。
誰
と
連
携
す
る
か
、
意
思
決
定
を
ど
う

支
援
す
る
か
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
視
点
が
あ
る
。

そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
す
る
。

　
財
産
管
理
に
関
す
る
近
年
の
動
向
は
、
亡
く

な
っ
た
あ
と
の
処
理
で
は
な
く
、
そ
れ
ま
で
の

サ
ポ
ー
ト
に
ニ
ー
ズ
が
シ
フ
ト
し
て
き
て
い
る
。

第
三
者
に
財
産
管
理
を
任
せ
る
た
め
の
制
度
と

し
て
は
主
に
「
任
意
後
見
」「
法
定
後
見
」「
民

事
信
託
」
な
ど
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
法
的
位

置
づ
け
、
財
産
保
護
範
囲
、
コ
ス
ト
、
注
意
点

な
ど
が
違
う
。重
要
な
の
は
、財
産
管
理
制
度
・

商
品
の
効
力
発
生
時
期
で
あ
る
。「
任
意
後
見
」

の
思
い
を
実
現
で
き
る
」「
不
動
産
の
管
理
な
ど

自
分
の
不
得
意
な
こ
と
、
で
き
な
く
な
っ
た
こ

と
を
専
門
家
に
託
す
こ
と
が
で
き
る
」「
リ
ス
ク

な
ど
に
よ
り
資
産
を
小
分
け
に
し
て
世
の
中
全

体
で
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
っ
た

利
点
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
機
能
を
生
か
す
た
め
に
は
、
い
か

に
早
く
信
認
関
係
を
築
き
、
事
前
準
備
が
で
き

る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　
当
社
が
提
供
す
る
「
人
生
1
0
0
年
応
援
信

託
︿
１
０
０
年
パ
ス
ポ
ー
ト
﹀」
は
、
判
断
能

力
が
落
ち
る
前
に
ご
契
約
い
た
だ
き
、
認
知
症

に
な
っ
た
場
合
の
手
続
代
理
人
を
指
定
し
て
い

た
だ
く
仕
組
み
だ
。
委
託
者
に
、
使
途
と
金
額

に
制
限
を
設
定
し
て
い
た
だ
く
点
が
肝
で
、
制

限
を
超
え
て
使
わ
れ
る
場
合
は
、
領
収
書
や
請

求
書
の
提
示
が
条
件
と
な
る
。
近
年
は
、
こ
れ

に
フ
ァ
ン
ド
ラ
ッ
プ
機
能
を
追
加
し
た
新
し
い

プ
ラ
ン
︿
１
０
０
年
パ
ス
ポ
ー
ト
プ
ラ
ス
﹀
の

人
気
が
高
い
。

　
ま
た
、
葬
儀
・
埋
葬
、
デ
ジ
タ
ル
遺
品
の
消

去
な
ど
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
た
「
お
ひ
と
り
さ

ま
信
託
」、
住
宅
ロ
ー
ン
利
用
者
に
よ
る
、
自

宅
を
対
象
と
し
た
遺
言
を
無
料
で
預
か
る
「
ハ

ウ
ジ
ン
グ
ウ
ィ
ル
」、
自
分
史
作
成
サ
ー
ビ
ス

な
ど
も
提
供
し
始
め
て
い
る
。

　
多
く
の
人
が
必
ず
認
知
症
に
な
る
超
高
齢
社

会
に
お
い
て
、
信
託
は
大
き
く
貢
献
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

は
、
判
断
能
力
の
あ
る
う
ち
に
契
約
す
る
が
、

判
断
能
力
が
低
下
し
て
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
し

か
効
力
が
発
生
し
な
い
。「
法
定
後
見
」
は
、

判
断
能
力
が
落
ち
て
裁
判
所
に
申
し
立
て
、
成

年
後
見
人
が
確
定
し
て
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
が

効
力
発
生
期
間
と
な
る
。
こ
れ
ら
に
比
べ
て「
民

事
信
託
」は
、
契
約
と
同
時
に
効
力
が
発
生
し
、

亡
く
な
っ
た
あ
と
ま
で
ず
っ
と
効
力
が
続
く
点

が
多
く
の
市
民
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
民
事
信
託
は
、「
信
頼
の
お
け
る
家
族
等
に

自
分
の
財
産
を
託
す
仕
組
み
」で
、
委
託
者（
本

人
）
は
受
託
者
（
た
と
え
ば
長
男
）
に
金
銭
や

不
動
産
な
ど
の
特
定
の
財
産
を
移
転
し
、
受
託

者
は
委
託
者
の
信
託
目
的
の
た
め
に
、
そ
れ
を

管
理
、
処
分
す
る
排
他
的
支
配
権
を
持
つ
。
財

産
の
名
義
は
受
託
者
と
な
る
が
、
委
託
者
と
受

益
者
が
同
じ
な
の
で
贈
与
に
は
当
た
ら
ず
税
金

が
か
か
ら
な
い
の
が
利
点
で
あ
る
。

　
現
在
は
全
財
産
で
は
な
く
３
割
く
ら
い
の
財

産
を
民
事
信
託
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
ま
た
、

信
託
目
的
と
し
て
多
い
の
が
、
生
活
や
医
療
・

介
護
・
福
祉
で
、「
福
祉
型
信
託
」
と
呼
ば
れ

る
。
特
に
判
断
能
力
低
下
に
よ
る
後
見
代
替
は

97
％
、
財
産
承
継
の
た
め
の
遺
言
代
替
は
87
％

を
占
め
る
。

　
利
用
者
の
平
均
年
齢
は
、
委
託
者
が
82
歳
、

受
託
者
が
54
歳
で
、
こ
れ
が
相
続
の
始
ま
り
と

も
い
え
る
が
、
理
想
と
し
て
は
、
50
〜
60
代
く

ら
い
で
委
託
者
に
な
っ
た
ほ
う
が
、
ト
ラ
ブ
ル
が

少
な
い
。
た
だ
、
民
事
信
託
に
は
留
意
点
も
少

な
く
な
い
の
で
簡
単
に
利
用
で
き
る
も
の
で
は
な

い
、と
い
う
こ
と
も
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

産官学勉強会報告 PART

Ⅴ

産
の
巻

第3 回

三井住友信託銀行
人生100年応援部部長・
不動産鑑定士・
銀行ジェロントロジスト

谷口佳充氏

超高齢社会で信託が果たす
役割と有用性

三井住友信託銀行専門理事・
中央大学研究開発機構 教授

八谷博喜氏

高齢期の認知機能低下に
関連した金融サービス
財産管理制度の比較と（民事）信託の有用性
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民間活力の活用状況を
国際比較

リーマンショック（2007-2009年）、ギ
リシャ危機（2009年）などをきかっけ
に、EU諸国では民間による福祉サー
ビスの利用が推進されるとともに、介
護予防や高齢者の自立、ウェルビーイ
ングといった考え方が、より重視され
るようになっている。今回は、他国に比
べて健康格差が大きいことなどを背
景に、民間の活力を生かしながら、地
域での生活継続と介護予防に力を入
れるイギリスに着目し、日本との比較
を試みた。国内事例として取り上げた
のは、イギリスにおける「社会的処方」

において活躍する「リンクワーカー」に
近い活躍をSCが行っている山口県防
府市、日本国内でSC活動の主流とな
っている協議体を中心に住民ボランテ
ィアの育成に力を入れている群馬県
高崎市、さらには民間企業との連携の
中から市場サービスを創出する愛知
県豊明市の3例。それぞれの活動がイ
ギリスにおいて先進的に活躍する支
援者・専門家にどう映るのか、両国の
専門家によるディスカッション、国内Ｓ
Ｃによる評価などから、ＳＣのより良い
あり方を考える。

PART

Ⅵ

イ
ギ
リ
ス
に
学
ぶ

“
つ
な
ぐ
人
”の
あ
り
方

生
活
継
続
と
介
護
予
防
に
向
け
て
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今
回
注
目
し
た
社
会
的
処
方
（social 

prescribing

）と
は
、
医
療
機
関
や
医
療
専
門

職
を
起
点
と
し
て
、
健
康
問
題
や
生
活
課
題
を

抱
え
る
患
者
に
対
し
て
、
非
医
療
的
な
社
会
資

源
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
患
者
の
抱
え
る
課
題

の
解
決
を
目
指
す
取
組
み
だ
。

　
イ
ギ
リ
ス
で
は
Ｇ
Ｐ（
地
域
医
療
を
担
う「
か

か
り
つ
け
医
」）
が
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
役
割

を
果
た
し
、
非
医
療
的
ニ
ー
ズ
を
持
つ
患
者
に

対
し
て
、
つ
な
ぐ
人
で
あ
る
リ
ン
ク
ワ
ー
カ
ー

（LW

：social prescribing link w
orker

）

等
へ
の
処
方
を
発
行
し
、
そ
の
つ
な
ぐ
人
が
患

者
に
丁
寧
な
聞
き
取
り
を
行
い
、
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
た
う
え
で
、
地
域
の
活
動
や
支
援
者
に
つ

な
げ
て
い
く
。

　
図
1
は
社
会
的
処
方
の
理
念
を
図
示
し
た
も

の
だ
が
、
中
心
に
社
会
的
処
方
・
リ
ン
ク
ワ
ー

カ
ー
が
位
置
し
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
の
一
部
と

し
て
、
地
域
に
お
け
る
社
会
的
処
方
の
接
続
を

担
っ
て
い
る
。
そ
の
周
囲
に
は
、
一
番
上
か
ら
、

「
す
べ
て
の
地
域
主
体
か
ら
の
簡
易
な
処
方（
紹

介
状
）」「
労
働
力
の
開
発
」「
共
通
の
ア
ウ
ト

カ
ム
の
枠
組
み
（
共
通
の
効
果
指
標
）」「
自
分

に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は
個
別
プ
ラ
ン
を
創

る
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
の
た
め
の

支
援
」「
協
調
的
な
事
業
運
営
と
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
実
践
」
と
い
っ
た
言
葉
が
並
ん
で
い

て
、
こ
の
図
か
ら
は
、
リ
ン
ク
ワ
ー
カ
ー
を
中

心
に
、
地
域
に
お
け
る
協
働
に
よ
っ
て
社
会
的

処
方
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

　

ま
た
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ（Asset 

B
a

se
d

 C
om

m
un

ity 
Developm

ent

）ア
プ
ロ
ー
チ

と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
こ
れ

は
地
域
の
ア
セ
ッ
ト
（
資
源
）

に
注
目
し
、
持
続
的
な
地
域

の
発
展
の
た
め
に
、
多
様
な
ア

セ
ッ
ト
を
発
見
し
、
育
て
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。
ア
セ
ッ

ト
は
い
わ
ゆ
る
物
理
的
な
財

や
金
銭
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
人
々
、そ
の
人
々
の
関
係
性
、

地
域
の
団
体
、
地
域
の
歴
史
、

物
語
、
経
験
、
自
然
環
境
な

ど
で
、
地
域
に
今
あ
る
ア
セ
ッ

ト
に
注
目
し
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。
な
い
も
の
に
注
目
し
、
そ
れ

を
ど
う
埋
め
よ
う
か
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、

あ
る
も
の
に
注
目
し
て
対
応
し
よ
う
と
す
る
考

え
方
の
転
換
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　
地
域
で
の
生
活
継
続
と
介
護
予
防
を
支
援
す

る
た
め
に
は
、
こ
の
社
会
的
処
方
と
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

ア
プ
ロ
ー
チ
の
双
方
が
必
要
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
2
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
い
わ
ば
車
の

両
輪
で
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
ア
プ
ロ
ー
チ
が
な
け
れ
ば

地
域
に
お
け
る
多
様
で
豊
か
な
活
動
は
形
成
さ

れ
ず
、
社
会
的
処
方
の
つ
な
ぐ
先
が
先
細
る
だ

け
で
あ
る
。
ま
た
、
社
会
的
処
方
の
よ
う
に
つ

な
ぐ
人
が
存
在
し
、
丁
寧
に
聞
き
取
り
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
非
医
療
的
な
介
入
が
効
果
的
な

個
人
を
地
域
の
活
動
に
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
初
め
て
、
問
題
を
抱
え

る
人
を
地
域
に
包
摂
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
よ
っ
て
、
こ
の
双
方
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
同

時
に
育
む
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
「National Academ

y for Social 
Prescribing

」に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
際
し
、

日
本
に
お
け
る
Ｓ
Ｃ
の
活
動
を
３
つ
紹
介
し
た
。

　
ひ
と
つ
は
、
山
口
県
防
府
市
の
事
例
で
、
対

象
者
の
生
活
の
楽
し
み
に
な
っ
て
い
る
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
買
物
を
継
続
す
る
た
め
の

方
法
に
つ
い
て
、「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
Ｓ
Ｃ

に
相
談
し
、
Ｓ
Ｃ
が
必
要
な
地
域
資
源
を
見
つ

け
て
い
く
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
の
活
動
で
、
イ

ギ
リ
ス
に
お
け
る
リ
ン
ク
ワ
ー
カ
ー
と
似
て
い

る
活
動
で
あ
る
（
図
2
）。

　
続
い
て
は
、
群
馬
県
高
崎
市
の
事
例
で
、
Ｓ

Ｃ
が
協
議
体
を
立
ち
上
げ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
創
出
す
る
と
い
う
活
動
ス
タ
イ
ル
だ
。
こ

の
取
組
み
で
は
Ｓ
Ｃ
が
立
ち
上
げ
た
協
議
体
に

お
い
て
、
地
域
に
必
要
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ビ
ス
が
何
か
を
考
え
、
必
要
と
思
わ
れ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
行
う
組
織
を
立
ち
上
げ
、
サ
ー
ビ

ス
が
必
要
な
高
齢
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
マ
ッ

チ
ン
グ
さ
せ
て
、
困
り
ご
と
の
あ
る
高
齢
者
を

支
援
す
る
と
い
う
活
動
で
あ
る
（
図
3
）。

　
最
後
は
愛
知
県
豊
明
市
の
事
例
。
大
規
模
団

地
の
住
民
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
の
な
か
で
、

「
買
物
に
行
き
た
い
が
荷
物
を
持
っ
て
団
地
に

持
っ
て
帰
る
こ
と
が
難
し
く
て
困
っ
て
い
る
」

と
い
う
声
を
聞
き
、
住
民
の
話
し
合
い
に
近
く

の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
担
当
者
を
呼
び
、

一
緒
に
課
題
解
決
に
つ
い
て
議
論
し
た
結
果
、

店
で
買
っ
た
も
の
を
無
料
で
配
達
す
る
「
ふ
れ

あ
い
便
」
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
が
成
立
し
た
、
と

い
う
取
組
み
で
あ
る
（
図
4
）。

　
こ
う
し
た
日
本
で
の
Ｓ
Ｃ
の
活
動
を
紹
介
し

た
う
え
で
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
活
動
の
状
況

を
聞
き
取
り
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た

（
詳
細
は
成
果
報
告
書
）。

Q
：
非
医
療
で
の
対
応
と
し
て
L
W
（
U
K
）

と
S
C
（
日
本
）
が
い
る
が
、
両
国
で
ど
の
よ

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る

地
域
資
源
の
創
出
活
動

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
先
立
ち

日
本
の
取
り
組
み
を
説
明

図1　
社会的処方の
概念図

□ 社会的処方
□ リンクワーカー
□ 時間を得るための雇用
□ プライマリケアの一部 
	 であり、地域の社会的 
	 処方の接続者スキーム

簡易な処方
地域主体からの

コ
ミ

ュ
ニ

ティ・グループ

の
た

め
の

支
援

共通のア
ウ

トカ
ム

の
枠

組
み

開
発

労
働

力
の

すべての
実

践

パ
ー

ト
ナ

ー
シップの

協
調

的
な

事
業

運
営と

自分にとって
重要なことは

個別プランを創る
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う
な
機
能
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
？　
そ
れ
を

ど
の
よ
う
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
か
？ 

A
：
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
L
W
を
専
門
職
化

さ
せ
す
ぎ
な
い
よ
う
取
組
ん
だ
。
L
W
は
特
定

の
専
門
職
と
し
て
の
資
格
を
持
つ
必
要
は
な

い
。
な
ぜ
な
ら
医
療
の
閉
じ
た
世
界
か
ら
離
れ

て
、
人
間
性
を
よ
り
重
視
す
る
た
め
だ
。
し
た

が
っ
て
、
傾
聴
力
、
共
感
力
、
地
域
と
つ
な
が

れ
る
能
力
が
重
要
で
、
こ
れ
は
普
遍
的
で
あ
る

た
め
、
専
門
職
化
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
。

Q
：
社
会
的
処
方
の
重
要
性
や
価
値
観
に
つ
い

て
の
教
育
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
？ 

A
：
L
W
の
教
育
や
支
援
に
つ
い
て
は
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
全
体
で
地
域
の
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
導
入
し
た
。
こ
の
人
た
ち
は
L
W
と
協

力
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
L
W
は
ア
イ
デ
ア
を
共
有
し
、

「
自
分
は
一
人
で
は
な
い
」
と
思
え
る
。
コ
ロ

ナ
・
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
時
に
は
毎
週
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

を
開
催
し
、
何
百
人
も
の
L
W
が
参
加
し
た
。

そ
こ
で
は
情
報
提
供
や
励
ま
し
が
行
わ
れ
た
。

A
：
教
育
は
医
師
の
み
で
な
く
、
他
の
医
療
職

や
事
務
系
の
職
員
も
対
象
。
現
在
も
医
療
偏
重

傾
向
が
続
い
て
い
る
た
め
、
身
体
・
精
神
・
社

会
の
視
点
か
ら
考
え
る
教
育
は
重
要
。

Q
：
L
W
が
つ
な
ぐ
先
が
な
い
場
合
は
、
ど
の

よ
う
な
対
応
を
と
る
の
か
？　
ま
た
つ
な
ぐ
先

を
増
や
し
て
い
く
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
？

A
：
簡
単
な
と
こ
ろ
で
は
た
と
え
ば
、
数
人
の

人
た
ち
（
例
：
孤
立
し
て
い
る
人
同
士
）
を
お

互
い
つ
な
げ
て
、
カ
フ
ェ
な
ど
で
会
え
る
よ
う

ア
レ
ン
ジ
す
る
。
大
切
な
の
は
、
依
存
状
態
を

作
ら
ず
に
自
立
で
き
る
よ
う
推
進
す
る
こ
と
。

簡
単
で
は
な
い
が
、
当
事
者
が
お
互
い
助
け
合

え
る
方
法
を
見
つ
け
る
必
要
が
あ
る
。

Q
：
つ
な
ぐ
先
と
い
う
の
は
、
仕
組
み
や
場
所

だ
け
で
な
く
、
人
に
も
つ
な
ぐ
と
い
う
認
識
で

よ
い
か
？

A
：
そ
の
人
が
何
を
必
要
と
し
、
ど
の
よ
う
な

支
援
が
使
え
る
の
か
に
よ
る
。
何
か
を
し
ろ
と

伝
え
る
の
で
は
な
く
、
本
人
に
と
っ
て
大
切
な

事
、
本
人
に
と
っ
て
「
良
い
暮
ら
し
」
と
は
何

な
の
か
？　
に
基
づ
い
て
L
W
と
本
人
が
共
同

で
計
画
を
た
て
る
。

Q
：
地
域
高
齢
者
支
援
で
民
間
企
業
も
含
め
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
め
た
い
が
、
L
W
の
紹
介

先
と
し
て
、
民
間
企
業
も
登
場
し
て
い
る
か
？

A
：
民
間
企
業
を
紹
介
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
の
方
が
多
い
。
だ
が
ビ
ジ
ネ
ス
も

参
加
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
現
在
は
投
資
モ

デ
ル
に
取
組
ん
で
お
り
、
民
間
企
業
も
含
め
て

誰
も
が
地
域
の
中
心
的
な
拠
点
に
資
金
を
提
供

し
、
地
域
支
援
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う

と
し
て
い
る
。

　
L
W
・
モ
デ
ル
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
同
様
の
医

療
制
度
を
持
た
な
い
国
に
は
そ
の
ま
ま
適
用
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
S
C
が
ア
セ
ッ
ト
・
ベ
ー

ス
ド
の
発
想
を
も
っ
て
、
地
域
資
源
を
よ
り
豊

か
に
開
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
開
発
し
た
ア
セ
ッ
ト
に
人
々
を
よ
り
積
極

的
に
つ
な
ぐ
人
の
存
在
が
必
要
で
、
日
本
に
お

い
て
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
た
め
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

S
C
と
が
よ
り
緊
密
に
連
携
し
、
情
報
を
共
有

し
な
が
ら
一
体
性
を
も
っ
て
活
動
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
が
必
要
だ
。

最
後
に

PART

Ⅵ 民間活力の活用状況を国際比較

図2図3図4

委員の感想

　LWとSCの役割は違えども、インタビューの中で共感
できる部分がたくさんありました。SCとして共感できた
こととして、「プロフェッショナルでなくていい」「物語を
伝えていく」「人道的、人間らしく、その人の立場に立っ
て、コミュニティにつなげていく」でした。
　また、「ピアサポーターが、アイデアを共有し、助け合
い、情報提供し合うことで、サポートする側のネットワー
クを構築していく」というお話から、SC同士の情報交
換、連携強化・学びの場も大切であると感じました。

高崎市第 1 層生活支援コーディネーター
目﨑智恵子委員

　SCの仕事は介護保険に基づくものだが、この仕事を
し、個人や地域の課題に触れていくと、「介護予防」・

「生活支援」といったワードの構成要素が無限にあると
いうことを感じます。
　イギリスのLWの活動には、個人の困りごとに対して
必要な人や資源につなげていく・資源を創出していくと
いう点や、医療や身体的な部分のみではなく個人の生
活を総合的に支援していることなど、SCと共通する点が
多くあるように感じ、「LWはあえて専門性を持たないほ
うがいい」という言葉には共感と自分自身がやっている
ことを肯定していただけた安心感がありました。

うきは市第 1 層地域支え合い推進員・
社会福祉法人うきは市社会福祉協議会

中川史高委員
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自治体と民間企業の
連携プラットフォームの構築

　生活支援体制整備事業の活性化に向けては、SC研修や事例等の情報提供、SCの交流の場を提供する体制が必要です。
こうした体制を構築することで、SCの持つニーズを収集する機能を持つことになり、結果的に高齢者支援の現場と民間企業
を繋ぐプラットフォームを形作ることになります。しかし、収集した様々な情報を適切に変換して相手方に伝え、有効な支援体
制を構築する機能を持つ必要があるため、産官学による支援によってプラットフォーム機能を支えていく体制が必要となります。

　こうしたプラットフォームは生活支援体制整備事業を活性化するために、全国、地域または都道府県など広域で存在する
ことが望ましいと考えます。
　なお、地域における多様な主体との協働プラットフォームはSC自身であるといえます。

図1 自治体と民間企業の協働プラットフォームの姿

産官学勉強会

マーケティング支援

プロモーション支援

ニーズ → 商品・サービス
資　源 ← 商品・サービス

変換機能

自治体と民間企業の連携支援

サービス
商品の提供

ニーズ・
地域課題の収集

サービス等の
情報収集

異業種連携活動

交流支援
情報提供

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

自
治
体

産
業
界
・
民
間
企
業

高
齢
者

図2 生活支援コーディネーターの役割（多様な主体の地域資源をマッチングする役割）

生活支援コーディネーター

多
様
な
主
体（
住
民
活
動
・
企
業
等
）

協議体

ネットワーク構築

地域資源収集
資源開発

組織的な補完

マッチング地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

高
齢
者

□ ケアマネジャー等の専門職が
	 持つ地域課題の把握
□ 地域資源情報の提供

□ 多様な主体との関係性の構築
□ 地域課題の提示
	 (新たな取組み等の提言）
□ 地域資源の収集や創出

「生活支援体制整備
事業活性化」のために

マッチング

日常的な連携
地域ケア会議
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お わ り に

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
、

「
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る

2
0
2
5
年
を
目
途
に
、
重
度
な
要

介
護
状
態
と
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生

の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま

い
・
生
活
支
援
が
包
括
的
に
確
保
さ

れ
る
体
制
」と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
説
明
が
、「
重
度
な
要
介
護
状

態
で
も
在
宅
生
活
が
可
能
と
な
る
」、

い
わ
ゆ
る
「
在
宅
の
限
界
点
を
上
げ

る
」
こ
と
こ
そ
が
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
役
割
で
あ
る
、
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
重
度
者
を
対
象
に
し
た
生
活
支
援

と
な
れ
ば
、
そ
こ
で
想
定
さ
れ
る
民

間
企
業
の
サ
ー
ビ
ス
は
ケ
ア
食
や
通

院
の
支
援
と
い
っ
た
も
の
に
限
定
さ

れ
、
民
間
企
業
に
よ
り
広
く
提
供
さ

れ
る
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
関
わ
る

イ
メ
ー
ジ
は
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
対
象
者
は
一
般
高
齢
者
か
ら
重

度
者
ま
で
と
幅
広
い
は
ず
で
す
。
そ

こ
で
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
イ

メ
ー
ジ
図
を
更
新
し
、
軽
度
者
に
対

す
る
多
様
な
主
体
に
よ
る
多
様
な
支

援
を
表
現
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
際
、
単
純
に
介
護
予
防
・
生
活

支
援
の
例
示
と
し
て
民
間
企
業
を
加

え
る
だ
け
で
は
な
く
、
高
齢
者
が
地

域
で
働
く
、
あ
る
い
は
活
躍
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
高

齢
者
の
就
労
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
本
調
査
研
究
委
員
会
の
蒲
原
基
道

顧
問
（
日
本
社
会
事
業
大
学
専
門
職

大
学
院
客
員
教
授
）
は
こ
の
こ
と
を

受
け
て
、
以
下
の
図
の
よ
う
に
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
イ
メ
ー
ジ

図
を
修
正
し
、
従
前
の「
医
療
」「
介

護
」「
住
ま
い
」「
生
活
支
援
」「
介

護
予
防
」
の
5
つ
の
要
素
に
、
新
た

に
「
働
く
／
地
域
で
活
躍
す
る
」
と

い
う
6
つ
目
の
要
素
を
加
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
対
象
が
一
般
高
齢
者
か
ら

重
度
者
ま
で
幅
広
い
こ
と
を
明
確
に

示
し
て
い
ま
す
。

　
本
研
究
委
員
会
で
は
、
残
念
な
が

ら
こ
の
図
を
さ
ら
に
検
討
し
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
イ
メ
ー
ジ
図

を
表
現
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
さ
ら
に
調
査

研
究
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

高
齢
者
が
就
労
し
、

活
躍
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

地域包括ケアの構造（高齢の方）

相談支援（地域包括支援センター（ケアマネジャー））

住まい

地域での活動一般的就労
／福祉的就労

医療 介護・福祉

生活支援・
介護予防

働く／地域で活躍する
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生 活 支 援 コ ー デ ィ ネ ー タ ー を 応 援 す る 本

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
　
活
性
化
宣
言
！
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